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4１ 
一九一一七年六月、ヘルマン・ヘッセ『荒野の狼』が出たとき、愛読者達を「驚かせ、衝撃を与え、恐怖を感じさ
せ」、評者の間に全く矛盾した反応、鋭い拒否と絶大な賛成を惹き起こした。彼の「他のいかなる作品もこれほど
（１） 
誤解されたことはなく、著者は繰返し弁護し説明しなければならなかった」。
（２） 
ヘッセ自身、一九四一年の重版後醤きで、共感し熱狂的に読んでくれた読者ほど誤解した、とつぎのように醤
く。五十歳の男の問題を取扱ったのに、迎えたのは殆どが若者だった。私と同年代で共感した読者でも、主人公の
苦悩と夢に「読者自身の苦悩と夢」を読み、それがこの小説の「内容の半分」であって、それをもうひとつの永遠
の世界が見おろしていること、「積極的で快活なや個人と時間を越えた信仰の世界が向いあっていること」は、「ま
ったく見過ごされた」。これは信仰と救いの書なのだ、と。
なぜ見過ごされたのか。行詰った現代人を「積極的で快活な、個人と時間を越えた信仰の世界」に導くユーモア
の魔術が理解されなかったからだ。その、男女両性を具有するユーモア魔術が人々に馴染みがなかったからだ。
同様のことは、この後書きの一五年後にアメリカで出た熱狂的なヒッピーの反応にも見られる。日本でも安保以
後期から紛争の時代に向かう一九六○年代から七○年代にかけてである。一九五六年のコリソ・ウィルソン『アゥ
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『荒野の狼』では「男女両性具有の魔術」を「１１‐モア世界への出口」として醤いている。作者は小説中の「荒
（△丹）
野の狼についての論文」で、主人公ハリーを白Ｈ己分裂と自殺から救うのはユーモアであると以下の理由をあげて、
マ
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ッ
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ー
両
性
具
有
の
魔
術
劇
場
に
引
き
こ
ん
で
ゆ
く
。
主人公ハリーは死を求め荒野を憧れる自分を、現代のあまりに＄）皮相な文明荒野を独りさまよう狼だと感じ、他人からｊも
「都会と家畜の中にまぎれこんだ荒野の狼だ」と感じられている。そんな詩人である。この「論文」は、ある音楽の中で彼が
「見た神の仕事」のように預言的であり、同時に、彼の深層が生みだした予感のようで＄）ある。
分裂症的ハリーは、屡々痙箪的に自殺の衝動に駆られるが、それは無制約者の世界を憧れて自分を捨てる願いか
を、瞥見しておこう。
この魔術を演じる仮面劇を、僕はギリシャ喜劇と悲劇そしてソクラテスに見る。それがアテネのポリス形成原理
である真剣な戯れであった。その実体は、ギリシャの遥か以前のシュメールから、後のグノーシスを越えて歴史を
動
か
し
て
き
た
。
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れ
を
ヘ
ッ
セ
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、
第
一
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大
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己
の
解
体
の
中
で
、
再
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法
と
し
て
掴
ん
だ
。
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トサイダー』の紹介がきっかけで、『荒野の狼』はビートまたヒッピー族の聖醤、サイケデリック体験の最高指導
（１） 
シ
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ッ
ペ
ン
ボ
ル
ブ
書、幻覚剤．ハーティの手引醤になり、「荒野の狼」ヒッピー楽団が各地で魅了する渦をつくった。
確かに現代の深層にある憧れと不安を明らかにして若者を揺ぶり麻蝉させる魔術がこの小説にはある。それは現
、
、
、
、
、
、
、
代にどっぷり浸っている僕らに未聞の生の意味を気．つかせ、荘然とさせる。だがその魔術は、醒めた作品の中の劇
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なのである。作者は主人公に「すべては仮面劇と戯れにすぎない」とか「すぺて荒唐無稽だが、一次元だけ壁
シュピールジン錨Ｉル（３）
サ
イ
ン
かで意味が深い戯れと象徴」だと語らせている。そ》」で戯れつつ暗号と徴しで誘っている世界が「まったく見過ご
された」のである。
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入
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に
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て
く
る
か
だ
け
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らも出ている。精神の父権と官能の母権の両極からの原始の衝動に、無制約につき動かされて跳ぶ聖者と放蕩（犯
罪）者を憧れるのだ。それが逆に、市民社会と自己の混乱を外から覗き》」象、その苦悩を生きる強さともなってい
彼は人間存在そのものがこの原父と原母の間に架橋する危うい試みなんだと思う。だが、彼はそんな人間規定の
背後に、保身のため中間で満足する市民社会の欺術を見抜き、戦懐する。市民たちは、表面はそんな原始衝動に跳
び
と
み
ご
く
う
ぶ個人に昂揚を覚え拍手しつつ、市民たちの憧れと恐れを食べ人身御供で生きるモロクの神１１国家に彼らを引渡
して、その犠牲の上で、自分たちはしぶとく生きのびてきた。
ハリーは一面では、そんな原初の衝動につき動かされる人間だが、他面では、慎ましい均衡の中で暖かい清潔と
、
、
秩序を築くよき市民社会の家庭に、忘れた故郷の匂いを嗅ぐ自分を離れえない。つまり、野性の狼と善意満ちる人
、間とが彼の中で共存し、互いに隙を窺っては潮けりあい審きあって、彼はその間で無惨に引裂かれている。ときと
して雲爾譽の拳櫃な緒合の瞬間爾着の絡翠あいが白光を放ち、鰻舷む菱しぃ作品も創る。ｌそして市民社
会は、そんな芸術家や知識人がつくりだす富とエネルギーで、外部のモロクと、彼らの内部にもひそ率呑象こもう
とする衝動とを、巧みに飼い馴らし生きぬいている。
だが、ハリーはそんな中間的世界を自分に赦しえない。だからといって無制約者の悲劇的絶対世界も開かれな
い。そんなどっちつかずの地獄の中で、その業火に煮たてられ精神が次第に弾力を帯び、ついに産糸出すものとな
（５） 
った時、想像力による絶対世界、即ちユーモアの出口が開かれる。
三月は生れた以上、始源の幼子また獣の純粋に帰るというのは幻想にすぎない。幼子も獣も既にそんな全一性や
神と別離していて、分裂し、この世で個々の個体化の道を孤独に歩いている。方法は、唯、痛ましく拡大される魂
の中に全世界を受入れ、再び全部を始源と等しく包みうるほどに魂を拡げることしかない。ユーモアはそれを実現
する。実際、吾角はゑな魂の奥に無数の個を抱いて岬いている。たとえば判事は殺人者を訊問しつつ、一瞬、殺人
者の眼の中に、殺人者が彼（判事）自身の声で語っているのを聞き、殺人者の全衝動と可能性を自分の中に発見
る
。
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や
し、戦懐する。だが次の瞬間、彼は自分の茨に戻り死刑を宣告す》⑨。そうせずに彼がそこで見た無数の自己を露わ
に
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魂
の
内
に
、
陣
き
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つ
無
数の極を飛び移る生れぬまま圧殺された百、千の魂を抱え、「彼の理想は複雑多岐に分裂」する。彼の痙箪や硬直
は
そ
こ
か
ら
も
来
て
い
る
。
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「ユーモアというプリズムが多彩に輻射している光線で、人間本質のあらゆる領域をからかい、また調合し」
て
、
「
世
の
中
を
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に
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（６） 
モアは実現する。」その中で、「聖者と放蕩者を一緒に一目定し、その両極を曲げてくっつけるだけでなく、あの市民
（６） 
をｊも肯定にひきこ染うる。」
論文は最後近くで言う。ハリーと同類の地獄の住人は象な「この魔術可能の雰囲気の中に生きている。」そして、
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「そ》」への助走ｊも、またその素質９℃欠けていない荒野の狼が、この地獄のエロス的惑乱の魔法の媚薬を、うまく煮
（６） 
立て汗を出しきるこし」に成功すれば、救われるだろう」と。
ｌハリーはこれに対し、私を「私自身より多く知っているが、識ほどは知らない」と反発しつつ、．もう一度自分の手で自
分の仮面を剥ぐ煉獄で変らねば、と思う。だがこの数年、殆ど同じことを繰返した苦痂を思い、絶望的になる。そのあげく、
愚
噂
。
つ
か
ぬ
一
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で
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に
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．
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思
（７） 
議な少女に会属ノ。彼の少年期の「精神修行と脱線放縦の白熱的仲間」ヘルマンの名を彼に思わず呼ばせるその女性名詞を名に
もつへルミーネである。この精神とエロスの完全融合体の聖娼婦の身葬両僅具存か騒術で魔術鋤場べど灘が沁窃。
……その眼は、「苦悩をなめ尽してすべてを肯定した悲痛」を「冷たく明るく漂わせ、」ロは「寒気にこごえた」ように重く
話したが、唇の間や口元や稀に覗かせる舌の先の演戯には「甘い戯れる官能と熱い悦楽の慾望ばかりが流れていて、」捲毛に
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隠れた「無雪巨の」額の隅から、「時を生きた呼吸のように」例の男の子そっくりの「男女両性具有の魔術の波が溢れ出た。不
安で堪らないのに、麻酔をかげられたように、半ば放心状態で、私は彼女の言葉を注意深く聞いていた。」……「『あんたはき
（８） 
つとそうするわ。私の命令をはたし、私を殺すのよ・そのことなの。。もう何ｊも聞かないで！上……
圦
ソ
ナ
ー
寺
洪
ケ
……「彼女は男の変装の中で距離を置いて中立的な態度をとりながら、眼差しと一置葉と女らしい魅惑的動作で私の周りを包
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現代西欧史ではギリシャとヘブルニダャ）がそれを越えて出てきたとされる古代東地中海世界、シュメールと
マハビロンとシリヤでの両性具有の魔術を見よう。あとのギリシャもそうだが、すべて独立に論じねばならぬ深い課
題で、いまはデッサンに止める。
ヅ
ア
ウ
パ
ー
ワ
ア
か
パ
ー
んだ。私は彼女に、指一本触れないのに、彼女の妖術に負けてし●まい、彼女が演ずる役割の中で、これらの妖術だけが続いて
へ
心
で
フ
ロ
デ
ィ
デ
ィ
ッ
シ
ェ
ル
いて、男女両性具有のそれだった。」「彼女はどこ・までｊも若者を演じ」……「皮肉好きの癖を出し焼舌ったが、それはみな、く
（８※） 
主なくエロスの光に糸たされていて、私の感覚に伝わる途中で優しい誘惑に変った。」……
この揺ぶりのなかで、彼をひとつづつ未知の扉を開いて導くのが、ヘルミーネと彼女が紹介するマリヤと．〈プロである。こ
こで、あとのデッサンのためにも、僕の解釈を譲っておこう．以下この節の終りまで僕の解説である．ｌ彼らは、〈リーの
深層の深い憧れと恐れを現実化し彼の魂を拡げてゆく導師たちだ。彼らは彼の魂の未知の奥から現われてくるようでもある。
マリヤと．〈プロはへルミーネの分身（切離し拡大された一面）だ。その分身は互いの関係で水》示されている。いづれＪい）深い体
の奥までの愛の関係にある。両性共有者へルミーネが、女ならばマリヤは同性愛の相手で．〈プロは恋人、男ならばマリヤは恋
人で．〈プロは同性愛となるような表現だ。了ソヤと．〈プロの間ｊい）深い愛の関係にある。そんな体の奥までの愛で結ばれている
にもかかわらず彼らの関係は、多様な分身が現われ戯れあい誘って戯遊するハメルヘン風の月光Ｖのようで、八神秘な力で柔
ずから変身しつつ相手をＪも変身させてゆく月光Ｖの、太古の月神または月神族たちを思わせる。
彼らは、現実の八吾と汝Ｖが差迫って向いあう他者でなく、そこには吾と汝の二重唱の向う側にある非個人的軽さがある。
ひどく現実的でありつつ終始非現実的である。彼らは、主人公を対象への没入と自己への没入から離脱する認識へと誘う。自
分を問い直す八自己との間の空間ｖをつくｂ非我の肋一一一口者たち、証人たちである。そこに、向う側への運動が起こる。しかも
（ｑ）） 
皆その仮面が透けている自由さをｊもって誘う。主人公はその充実した空虚を受け、反対に跳び移り、自分を全の中の一として
自覚してゆく。こうしてハリーは、官能と精神の未剛の経験や行動に跳び、驚きと自由の階段をひとつづつ進んでゆき、彼の
深層世界で叩いている髄れのいっさいを体験する。だが同時に深瞬世界の恐れの方も現実化し、そのばて、彼は導師へルミー
ネを殺す。そしてハリーが奈落に陥ちる瞬間はあたかもモーツァルトの『ドン・ジョヴァンーー』終幕を思わせる。モーツァル
トの供笑の中で、覚醒での創造か、麻癖での破減かの瀬戸際に立つ。突然〈リーの叫ぶ独白で、ユーモア世界に入る暗示でこ
の作品は終る。
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．〈ピロンの古都一一ネペで発掘されたシュメール時代のなにかの物語の断片で、仮りに『イシュタル冥界下降』と
（、）
呼ばれている粘土板がある。そこに月神説話が浮んでいる。
、
、
イシュタルは月神シソの娘で、若き日の恋人、穀霊王タムムズを追って冥界に降る。入口の七つの門》」とに、黄金の装身具
や衣を剥ぎとられて入った冥界には、同じ牙神の娘、彼女の姉妹の死の朔月（無月）の女王がいる。閂にも塵と灰がつもり、
入った老ほこ度と還れない・死者は鳥の羽毛を着粘土と土の塵を食べている．そのなかにタムムズもいる．ｌ他方、イン
、
、
ユタルが消えた地上では植物も稔ら獄》ん人も家畜も子を産まなくなる。その人間の苫しふを、神食の侍従で月神の息子の兄が
、
、
、
憂え、月神シソにとりなし、シソは憧官（男でも女でもない両性具有者！）の英知神エア（河神エソキの別名！）を創って送
り、女王を説得する。かくて、兄が伴い、七つの門ですべを取り戻し、連れ帰る。
この月神一族は、シュメールがアッシリャと戦うウルナンム王時代、さらにバビロンと内的死闘をするワラドシ
ソ王時代に歴史に登場する。
この粘土板が発掘されたニネペは旧約聖謹の「ヨナ書」に出てくる。ヨナは、イスラエルの神の審判を告げ侮改めざせに遠
く異教の都一一ネベに派遜される。だがヨナは一一ネペの文化の高さに怖くなり、途中、舟で逃げ出し、大魚の腹中に呑まれ、そ
の暗黒の胎内（陰府）で悔改め、赦されて、再び吐き出され、漸く一一ネベに赴き、一一ネベの滅亡を預言し梅改めを迫る。この
ようなエロス的な母胎回帰の死・再生課は旧約聖書ではありえないもので、そんな例外的な形での死・再生で対抗しなければ
立ち向えないような、眼まいさせて呑承こむ妖術的異質宗教つまり麻陣させ覚醒させる宗教文化がニネベにあった）」とを示し
ている。（このヨナ派遣は北イスラエル王国が、周辺諸国と同盟してアッシリャに対抗したヤラベァム王（七九三’五一一）時
代である。彼らは前七一一一四年一一ネベに征服され、ニネベは前六一一一年》〈ビロンに破壊された。ヨナの預言はそのことである。）
シリヤ北東の山岳からペルシャ湾まで到るチグリス・ユーフラテス下流域の沖積地帯に、前五○’四○世紀に生れていた定
住小祭祀共同体とその宗教同盟がシュメールである。自治ポリスと同盟ポリス制で、神殿経済・文化を中心に拡り、一一八五
○年ウル第一王朝は、ウルとその同盟ポリス間の技術・文化流通を、活溌な共和制のようにしていた。各ポリス峰民会と長
老の合議制で王制になっても基本は変らなかった。やがて北部の瓢惇なアッシリャの強権に支配され、一一ネペはその首都に
なる。だが前一一一一世紀、その支配をシュメールはアッカド人と共に擁し復権、シュメール・アッカド王となるか砺矛か与玉
パ
ソ
テ
オ
ソ
（一一一一一一一－九四）は彫神ナソナル神殿を建て、月神ナソナを万神殿の最高位につけた。だが六○年後に分裂し、再びアシカ
、
、
４
０
ナ
ソ
ナ
ドとアッシリヤに支配され、その月神族、天の婦人と穀霊守護神シュシソは、アッシリヤ王守護神アッシュールと女神イシュ
タルになる。イシュタルはアッシュールの女性名詞だろう。
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4７ 
ここで神交の説明をしておこう。じつはこれらの神之は仲介神たちなのだ。シュメールでは主神は太陽神ニンリルと河神エ
ソキだ（ニソは主）。主神は、北方山岳にあって地底から階層なして湧き恰も竜がとぐろ捲く濃密な霧の中に住む。上流の不可
測の気象で押し寄せる洪水は沃土ももたらすがすべてを押し流しもする。河の力が衰えれば太陽は干魅の猛威となり、河力が
強くなれば太陽も驚くべき恵みとなる。エンリルとニンキはそんな男女両方の性格をもち、ふたりで戯れながら濃密な霧の中
からやってくる。地理的条件でポリスはどちらかを祭る。祭司は祭神の反対の性の巫女か神官でその神は相手祭司から互い
チイアマートアブスーク
ア
プ
ス
ー
ク
に「私の神」と呼ばれる。しかもその階段状神殿は全く反対の「地底深淵」と「鍵える山」の名を一つにし「地底から階層な
ル
ク必
ず山」また「睾堪」である。主神がそうだから、彼らに殻霊王ドウムジ（タムムズ）をとりなすイシニタル自身両性具有になり
さまざまの分身を生むのも当然である。
太古の採集・狩猟期が定住農耕と交替する時期はまだ母権制で、姉か妹が祭司王で、兄か弟が政治を執る。この兄か弟が国
王となる父権移行下でその姉妹の女神イシュクルが穀霊王のためとりなす仲介神となる。アッシリヤの穀霊守護神アッシニー
ルとイシュタルはそれだ。ただ北のアッシリヤは南の下流ほど脅威と恵糸は激烈でなく、主神は影が薄く彼らが主神のように
なる。日本での豊饒呪儀でば、畑である女が、種を蒔き鋤く男を地栂榊にとりなすが、激しい気候のオリエントでは、子を次
ウ
ー
ヲ
ノ
ス
ク
ロ
ー
ノ
ス
点に食う暴虐の天空を去勢するため、大地母神が勇敢な男を求め、大地を助ける息子も現われる。だが天空と大地は一体で子
を生む夫婦、すぐ大地は後悔しその男を恨みだす、つまり男を誘い出し、成功すれば激しく嫉妬する。北の女神イシニタルも
南では、大地母神デメーテルが死んだ穀霊を嘆き断食して殻物が実らなくなったのを、陰所を現わして笑わせ、その断食をや
めさせる蕾〈ウポウ（天釧女）のような性的誘惑者の分身も生む。ともかく誘惑者であり、同時に嫉妬する怖さももつ。そんな
仲介神として南シュメールでは天の婦人つまり神秘な力でみづから変身しつつ他をも変身させてゆく月光である。
そして新しく南に現われたくピロソは強力で柔軟かつ豊かな感性と官僚・祭司性でシュメール祭祀を継ぎ、異質な南と北の
ム
ア
リ
ゲ
ー
ル
両極を統合する。その勝利神が太陽神となり深淵の竜を呑み声」承、その混沌の体から天地を創り、絶対王権の守護者となる。
だが豊かで硬化しない。絶対主権王の新生を祝う新年祭の間、一方でその創世神話が諭されつつ、他方で一切の階級差別が撤
モ
ッ
プ
・
キ
ン
グ
廃され、王も梅改め儀式に服し、仮面の代理偽王を椰楡する愚王噸弄の無礼識が開放される、そんな柔軟さがシュメールの神
盈にもその場所を与えてゆく。
しもぺ
その．ハピロソに表耐ば融合しつつ、再続一審侭がるシュメールの「シソの僕」ワラドシン王（一八一一一四’一一八）が、月神シ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
マ
ン以下の月神一族の神殿を建てていた。そんな宗教的競合と戦いの中に月神族も置かれていた。
月は古代の妖術師である。ひと月の中で、満月から欠け始め、様点の形をとりつつ匿れ、また新月として生れ満
月に至る。他方、一日の中でも、昼と夜の境界で、夕暮れには沈む太陽と大地から生れて、太陽と大地を眼らせ
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鉛
る。あるいはその月光で大地を満なの水に変身させ太陽を溺死させる。昼の間に灼け萎えた稲をその満含の水で甦
らせ、朝にはその太陽と大地を再び眼覚めさせる。その幻惑する交替と転換の中に大地と太陽、光と闇、酷熱と寒
冷をひきこみ、妖しく戯れ、ちょうど女の生理を司って、男たちを動揺させつつ、いつか子供を生むように、隠れ
て生物と植物を衰弱から守り実らせる。そんな両性具有の魔術を持つ。
ウルクの神殿で月神イナンナは、獅子と蛇と鳩を従えている。増水した河はうねる蛇、暴れ狂う洪水は牙むき乱える獅子、
洪水が運んできた新しい土に顔を出す若芽をくわえ、その終りを告げるのは鳩だ。その蛇、獅子、鳩を従える月神は、ポリス
形成者たちの「蛇の如く蟹く鳩の如く素直な」、活発な戯れを示している。イナンナとイシニタルは二重身で、愛慾と詐術の
女神、イシュタルは干越での河神の不実と共犯するふりしてイナンナや男の分神シュシンを誘い出し、承ずからシュシンにな
テ
イ
ア
マ
ー
ト
ったりもして、皆で太陽神と河神に対抗する。主神がアッシリャ治下で深淵の竜になれば、彼らの元締めの月神シソも現れ
る。『イシュタル冥界下降』は、七つの門の試練の干魅・洪水・冬を越えて守られた穀霊王の新年祭説話（成人式儀礼）の一
断片だろう。同じ一一ネベから出た『ギルガメシュ物語』では、月神たちが、暴虐で気紛れな運命の両義性を運命と共犯して揺
ぶり、王に真の道を見出させてゆく。これは続篇でふれる。
バビロンは粗野な近隣を忽ち征服し広漠の遊牧移動民族も包象こむ。草原を渡る征旅や旅が日常的となり、遊牧民の信仰と
旅の道標べの北極星や明星に月神イシュタルやナナがなる。その過程で鰻惑的月神女神の媚態が去就に迷い、対極に跳び移
り、両性具有の戯れも極度に緊張し、挙句、イシュタルは北極星または金星になり、その従者も獅子だけになる。そして月神
族の機織りは強烈な太陽の眩惑に呑糸こまれる。そＱ〈ピロンの太陽主神が、相反する南と北の矛盾を統合する、あの百八十
ユ
○
Ａ
ソ
、
丁
〉
。
＋
米に及ぶ八厨階段状神殿「天と地の礎の家」（諄くベルの塔）は、「天空に築かれた地底の深淵」と呼ばれ、あのクノッソスの方
室迷宮のめまいをもつ。その祭祀での王族異性神官と斉宮が王に代ってする代理聖婚（すぐ後のシリヤで説明する）も、裏に
両性転換図をもつ。旧約申命記の「女は男の着物を着てはならない。また男は女の着物を着てはならなどという徒も、．〈ピ
「
（
皿
※
）
ロソの古テキストにある「お前は男になれ、わたしは女になる」に対してのもので、あの神官の呼びあいか、祭りでの衣装交
換か、いずれにしろ裏にあるものを様☆に思わせる。
、
、
北西のシリヤでは、冥界月神キュペレ女神の男性祭司が、対向する太陽神殿からの神来訪のとき、狂舞して自らの男根を去
勢切除し、女らが争って衣を脱ぎ投げかける。太陽神殿の巫女や、年一度の祭りでは国中の処女たちが、旅行者の男に進んで
身を委せるのも、いわゆる聖婚だけではない。キュペレは充迩母神でもあり、大地母神は祝福と呪組、創造と破壊２－面をも
、
つ。穀霊王アッティスが嬬慢になると、彼女が怒って彼を去勢しようとする。そ｝」でアヅティスの祭司が代ってみずから去勢
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4９ 
ア
ン
ド
■
ギ
ュ
ノ
ス
こ
の
月
神
の
痕
跡
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
の
中
で
は
、
喜
劇
作
家
ァ
、
ソ
ス
ト
ブ
ァ
ネ
ス
一
流
の
と
ぼ
け
た
語
り
口
で
「
男
女
は
（、）
ア
ン
ド
■
ギ
ユ
ノ
ス
そＪもそｊ駒一月の子孫であった」と語り出される。人には本来、い●まの男と女のほかに、男女を併せ持つ男女がいた。
お
め
男
は
太
陽
、
女
は
大
地
の
子
孫
だ
が
、
男
女
は
太
陽
と
大
地
を
分
有
す
る
月
の
子
孫
で
、
今
ｐ
Ｈ
で
は
悪
口
の
う
ち
に
名
が
残
っ
て
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
るだけで実体は消滅している。その理由はこうだ。この月神族は頭は一つで、互いに反対を向いた一一つの顔の上に
か
く
し
ど
こ
ろ
、
、
、
、
、
、
、
、
あり、耳は四つで隠所は一一つ。自分の行きたい方向に、時には車のように足を回転させながらぐるぐるとんぼ返
、
、
りをうって八本の手足で急速度に回転して進む、と。
この表現は、アッシリャや．ハピロソ支配下で戦うシュメール月神族の姿が「廻る炎の剣」（創世紀）のように強烈になった
さ主を思わせる。小ポリス・アテネはその同盟ポリスさらにスパルタ同盟ととＪい》に、バビロンを継いだ世界帝国ペルシャを撃
破して新世紀を踏み出し、いま〆．〈ルタおよびその同盟諸市との凄惨な戦いで疲弊し、その中でアリストフアネスはあの栄光
、
、
、
、
の日、全ギリシヤが統合し競合したよき日、を回復しようとひたすら願っていた。だから、彼のこの表現には、・ハピロン時
代、絶対王権を支える太陽神信仰に月神族がとりこまれて仕えた姿への批判も含まれている。彼の語り口は、そんな敏妙な両
チ
タ
ー
ソ
ホメロスが神占を攻撃する巨人族について語ったとき、じつは彼らの》」とを語っていたのだ。彼らは強さと腕力
、
、
にかけてｊい）剛の者で、神奇に刃向い、天への登蕊を企てた。だから主神ゼウスたちが怒って、茄卵を髪で切るよう
ア
ン
ド
”
ギ
ュ
ノ
ス
に
切
っ
た
。
そ
し
て
男
女
は
つ
ぎ
の
人
間
に
な
っ
た
。
主
神
た
ち
は
、
そ
れ
で
Ｊ
も
駄
目
な
ら
、
Ｊ
も
う
一
度
切
り
、
一
本
足
で
ぴ
ょ
あろう。
シリヤの海岸地のアシュタルテ（イシニタルのシリヤ名）聖地アスカロンは、侵入した北方騎馬民族スキタイとその子孫が、
女神の罰で八男でありつつ女のようになるＶ病気になるとヘロドトスの歴史ニノ’○五）が伝えるのもその奥を思わせる。
し女装する。それが次のどちらかの形をとる。つまり、王が巨大になり太陽神になると、キュベレの怒りに対し予めその予防
（豊鰹予祝）に太陽神祭司が代理去勢する。あるいは隣国ペピロンで巨大な王権を代表する太陽主神が生れると、周辺シリヤ
、
、
が自らの王アッティスを守るため、太陽の対抗月神キュペレの怒りにより太陽神殿祭司の代理去勢が起こる、そのどちらかで
代、絶対王権を一
義でゆれている。
Ⅲ 
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5０ 
ん
ぴ
ょ
ん
と
跳
ぶ
よ
う
に
す
る
ぞ
と
言
っ
て
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
間
は
、
本
来
の
姿
が
二
つ
に
断
た
れ
た
の
で
、
自
分
の
半
身
を
求
め
ては「互に相手をかきいだいて絡まりあい一身同体になろうと熱望し」、「離れては何一つしようという気なく」、
か
く
し
ど
こ
ろ
飢
え
や
総
じ
て
何
も
し
な
い
た
め
に
自
分
で
滅
ん
で
い
っ
た
。
で
、
神
含
は
一
案
を
考
え
出
し
、
互
い
の
隠
所
を
前
に
移
し
た
。
そ
の
結
果
、
お
互
い
の
性
の
充
足
感
を
中
休
詮
に
し
て
仕
事
に
向
い
種
族
も
生
み
出
し
た
。
そ
れ
が
い
ま
の
人
間
だ
。
ひ
ら
め
か
れ
い
「従って僕らは鰊（鰈）のように一つのものを一一つに断ち切られ」て、「つまり嘗ては僕らは割かれずに一体をな
し
て
い
た
の
だ
が
、
現
在
は
そ
の
不
正
の
ゆ
え
に
、
ま
る
で
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
人
々
が
ス
パ
ル
タ
に
よ
り
分
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
なことを、神盈から受けて離れ離れになってしまったのだ」。だから「一方の運命（再分割）から逃れ、他方の運
命（再統一）を手に入れるため」、「神々の中でもいちばん人間に好意を寄せている友」、「人類に対する救援者であ
な
れ
り
、
人
類
の
股
大
の
幸
福
が
そ
の
治
癒
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
傷
を
癒
す
医
者
」
と
し
て
の
「
エ
ロ
ス
の
力
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
秘儀」を「諸君に授け」たいのだ。要するに、シ」の「太古の姿」「当時完全だったものへの、熱望と追求に、エロ
ス
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
。
十
頁
を
越
え
る
そ
の
演
説
の
意
図
は
以
上
で
あ
る
。
このエロスの秘儀が、月神族の両性共有の真剣な戯れである。そこでの願いは、上述の．ヘルシャをス。〈ルタと共に撃破した
マラトン・サラミス戦とそれに続くベリクレス時代での、全ギリシャが緊張に満ちて統合し、その内部で競合した、あのよき
姿に、アテネを還そうと覚醒することにあった。
アリストファネスが伝授しようとする「エロスの力の秘儀」を示す彼の喜劇でのその部分を、次に要約して見よう。
（ｕ） 
『女の平和』は原名「リュシストラテ！」八軍を解く女Ｖで、主人公の名である。これはアテネを盟主とするデロス同盟と
淑
凹
ス
ス．〈ルタを中心のペロポネソス同盟との一一一十年にわたる泥沼戦争下、人身で現われ←Ｌアテネ・ス．〈ルタの両市守護女神アテナ
イを思わす。彼女はスパルタも含めた全へラスの女の会議を召集し、和平のため一肌脱ぐかと提案する。先づ身を乗り出した
アテネ代表が「平和のためなら簾か鉤ケ暦野密二つに塾いで、半かを喜んで提供するわ」という。（以下すべて傍点筆者）だ
がその秘策を剛いてはたじろぎ大反対。秘策とは、閨房ストで夫達をひざまずかせ、互に和平させようというもの。「女は男な
しにはいられない、鱗》いいわ」と承な叫びだす。やっと股後に、鍛えた男のようなそくルタ代表が「仕方ないわ、平和が紫
、
、
、
、
、
、
急必要事ですものね」と賛成し、リュシストラテＩがうっとりと「まあ大好き、たった一人の本当の女よ」と言う。アテネと
ス・〈ルタをもからめて、女らしさと男らしさの転換がそこから始まり、アテネでの野たちの塗》いい嘆き、炎たちの野（いい
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5１ 
闘志の、エロチックで滑稽な交替劇が広がる。それを、コロスの男女の合唱が包んでゆく。終幕でついにそくルタから和睦の
使者がくる。その武者とアテネの使者は稚児の関係。稚児「リュシストラテＩ（女性名詞）を呼びましょう」武者「お希象な
ら男のリュシストラトス（男性名詞）でも結榊」という調子だ。登場した彼女（彼？）に、コロスが「全ギリシヤ中の第一の
、
、
、
者共が鋳かか蝿潜心がががで降参し、全事件の仲裁を一任したうえは…・・・」と唱い、彼女応えて「彼らがエロースに荒れ狂
い、しかも雪潜亟い暦逓・つぎ満屋謹得ないでいるケ惨暦把溶汁麟、それは何の難しいこともない。」で、大団円。．〈ヅコス（デ
マイオニュソス）の神歌に男女双生の主神たちに両ポリスの女神アテナイが加わり、平和の合唱となる。
リ
ユ
シ
ス
ト
ヲ
チ
Ｉ
この「軍を解く女神」の「呪法」が、いま、アテネの狂気と正気の両義を孕む痙鰻的緊張空間を、エンシュージァスムス
ｂ
ｚ
い
（興蔽・激情）と眩鹸とエクスタシー（忘我・脱自）と、ニロティクと爆笑とで「たっぷり弛め」、「揺ぶり、誘う」「エロス
の力の秘義」つまり「両性を具有するエロスの妖術」である。
アテネが重囲に陥ったなかで上演されたのが『蛙』である。アイスキニＰスはシシリァに、アガトン、ユゥリピデスはマヶ
ドーーャに、アテネを見捨てて去り、そこでの死が伝えられ、留まったソフォクレスも前年没した。みなポリスを形成する劇詩
人たちだった。いまはそのディオニュソス奉納悲劇の中からデイオーーニソス御自身が、アテネを救う詩人を鰹らせ、つれ戻そ
うと、冥界に赴く。蛇や獣もひそむ二途の河ならぬ大沼を、渡し舟の導者カローンに導かれ、サラミス海戦の一一一段稲船さなが
ら、いま敵に震臘されている全アッティカ田園の暹しい蛙どもの声かぎりの声援と奇抜な応酬をしつつ、漕いで越える。向う
岸では密儀エレウシス信徒の踊りに尊びかれて、冥界に辿りつく。そしてアイスキニロスとユウリピデスのどちらを選ぶかの
〆
イ
モ
ー
ソ
判定問答で、存亡のアテネの緊急課題が提出されてゆく。以上のアデ零版「やか》鈩泌蕊搾謝跡」で、ポリス形成霊を誘い
出す一プィオニュソスの扮装は、彼らが途をたづねに寄ったヘラクレスをしてこう叫ばせる。「わあ、は、は、こりやたまらぬ、
唇をどうかみしめてもやっぱり、わ、笑わんでは……」、「サフラン色の（女）衣の上に獅子の皮とはどういうつもりだ。（女
物）ブーツと梶棒との組合せは、こりや、どうしたことだ。」デイオーーュソスの答えも性転換の誘いである。
『女の祭り』では悲劇詩人アガトンとユウリピデスが材料である。この二人はアリストファネスにとって困惑の対象だっ
た。ともに新思想の代表で、ソクラテスの一統だ。『蛙』で明かなように、その天才や志向の高さは十分認か、鍵いつで保
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
守派の彼には同調しがたい。彼らはそんな両義で彼を揺ぷる。それが》」の一一人の両性具有像として出ている。その裏には、彼
℃
で
、
▽
らの悲劇内容が後述のように彼には些か女性的で両性的に思えていた占州もある。そして本質的に悲劇は両性具有の揺ぶりなの
だ。それがこの作品で現われている。
ニ
レ
ｌ
アテネにも、あのイシニタルやデメーテルを演じる女の祭りがあった。毅霊乙女神を枯死させ魔界にひきこむ男神を呪組
し、断食する祭だ。そこで女達が、劇で女を魔界にひきこむユウリピデスの制裁手段を論じるという噂さが事の始り。（アテ
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ネは男の世界だ。プラトンも、女は日陰に過し、非力で陰険な種族、とし、アリストテレスも、女は劣恕で支配さるべきも
の、とする。そんな女性蔑視のなかで、ユーリピデスは、メディア、・ハイドラ、ステネポイアといったヒロインたちをとおし
て、そんな男の勝手への復響、女の執念の爆発、挙句は不倫に走る叫びを書いて、アテネの深層を《デイオーーュソス的に》揺
ぶっていた。）大恐慌のユーリピデスは分身ムネシュコロスとともにアガトンの所に馳けこみ、女装して祭に行き弁護して貰
おうとする。アガトンは端麗な容姿と、新奇な趣向を典雅さで包んだ作風とで、女達に人気があったからだ。アガトン同様、
新思想で女の味方の両性的なユーリピデス、しかも民衆の味方だから、その分身は、アガトンの名も知らぬ、頑迷で瓢金の、
じ
じ
い
皮製の大きな一物をぶらさげた老爺である。
登場したアガトンに、慌てて物蔭に隠れた瓢金老人、「わしは盲目になったのか、誰も男は見えん。キュレネー（有名な娘
ヘ
ヶ
イ
ワ
ー
鮒欧妓、性技四十八手の名手とされた）だけしかおらんがな・」アガトン一百葉を按じつつ作劇中の。ロスの合唱を朗読する。
、
、
その神歌も両義的な神なの性娠換の掃ぶりだ。老人「感きわまって岬き」、「なんてやさしい気持のいい唄じゃ、ややを造り
、
、
、
、
、
、
、
も
の、小娘承たいな、舌の先をちゅっと吸いの、ちょっぴり先をつきだしの女神さまがた、おかげで聞いているわしまで（男色
、
、
、
の）お尻の下がまさにむずむずしてきたわ。」「と』」ろでな、おい、お若い御仁、あんたは何人か、アイキュロス風にあのリュ
、
、
、
、
、
、
、
、
ア
ン
ド
ロ
ギ
ニ
ノ
ス
く
に
クールゴスの狂言がかりで訊ねてみようが、『その男女は何人じゃ。祖国はど》」。その着物はなんじや。なんという風俗
の乱しょうじや。その絃は黄色い衣に、また堅琴は蕊蟹の網にどう映るのか・膏油の瓶と帯締めとは、何と不釣合いなことじ
ゃ。そも手鏡と剣とはいかなかかわりがあるのじゃ、ええ。』さて君自身じゃね、おい、お若い衆、いったい男に育ったもの
か、ならどこに一物がある。短上衣やスパルタ靴はどこへやった。じゃあ、女なら、どうだいったい。そんならどこに乳房が
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あるね。なんという。なぜ黙っとる。そんならいまの歌からでも、お前の素姓を探り出すかね。自分で一一一百おうとなさらんな
、
Ｔ
ら．」ｌ蝋の筋も一寸触れよう．アガトンに逆手をとられ断られたユウリピーアスが、結局この分身を女装させて祭りに紛れ
、
、
、
、
一」ませ、忽ち疑われ、身ぐる染剥がれる。一物が曝かれ、アラアラ可愛いい、隠れたわ、後ろに出たわ、また前よ、コリント
、
、
地峡を見陰えつ隠れつゆく船承たい！と大混乱、やっとある女が抱く赤児をもぎとり生賛にすると脅し、もともと彼女達がや
っていた八穀霊嬰児神と嘆く女Ｖの八死と再生劇Ｖを爆笑の中でひき起こし、笑いの脱自に揺ぶってゆく。
両性具有魔術ではないが、対立を統合するという本質は同じ『鳥』がある。ギリシャの現状を嘆いて全アッティカの鳥達が
集り、大空で歌い、饒舌り、平和の国を創る。地上で編しあいに明け暮れながら、神念に犠牲を捧げてすます人間の、犠牲の
香ばしい匂いが、その中間で妨げられて天界に届かず、困った神だと人間共が屈服し、戦いをやめる「真剣な巫山戯」だ。
ソ
プ
イ
ス
ト
ヂ
マ
ゴ
ギ
ス
ト
ァリストプァネスは、憧れと恐怖の両極を振子のように跳び、仰合評論家と煽動政治家に振廻されヒスープリカル
に泣き笑うアテネ市民の表層の内奥から、大らかなまた溌刺たる笑いを回復しようとする。
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ア
ソ
ド
ロ
ギ
ニ
ノ
ス
プラトン『饗宴』でソクラテスはアⅦソストファネスの男女像に言及する。確かにエロスは凡ゆる分裂を仲介し
、
、
、
、
てひとつにするが、分裂したギリシャが本来、ひとつだからといって、その『ままひとつにしていいか。自分の手足
え
そ
、
、
でＪい）壊疽になれば切り捨てるではないかと。その》」とでエロスが分裂を仲介してその両義を弛める空間に眼を向け
、
、
させる。ギリシャの統合とその内部でのよき競合を［日指すアリストファネスの喜劇が、果して狂気と正気の両義を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
転換させるそんな緊張空間を形造っているか、悲劇のイロニーと等しい両義性の揺ぶりで、その転換を可能にして
いるか、と間うていると僕には思われる。そしてこの『鍵宴』はソクラテスが、アリストファネスとアガトソに、
喜劇と悲劇をつくる技術は同一だということを認めさせようと苦労する象徴的状景で終っている。
そんなソクラテスの揺ぶりは、アルキピアデスが語る、「精神の視力が鋭利に見えはじめるのは、肉体の視力がその鋭さを
二
面
チ
ィ
ゴ
ス
・
ア
ネ
ー
ル
プ
イ
回
ソ
フ
イ
ア
失おうとする時だ」とのソクラテスの言葉に見られる。そんな八めまいＶをつくる「エロスの達人」による「愛知の狂気
と狂躁」の魔術である。八留・まれｖとのダイモーンの声に従って、「狂気でＪい）正気でもある」エロス空間で、あらゆる対立緊
張をたっぷり弛めてその両義で揺ぶり、その生みの苦し糸を美しい人とともに出産する喜びで耐える。いやそれを喜びにす
る。その際、一人の美しい肉体への固執からはずす転換が重大で、そこにソクラテスの両性具有的妖術がある。
くる技術である。
演ずる役割の両義のちぐはぐが、滑稽を生む。猿が可笑しいのは人間に当嵌めるからで、人間的な猿のちぐはぐ
が滑稽を生む。事柄を浅い所で外部的一面的に部分を切り離して強調すれば滑稽になる。切離した部分の突飛な結
びつけで笑いを誘い、奇妙奇天烈に組合せて爆笑させる。それで政治家も思想家をもからかう。だが、彼にはちぐ
はぐを結ぶ生全体の転換がある。深層から揺ぶり解放する笑いの中での質的転換である。それが表層的なＦ２ハタ
ナンセンス喜劇に堕させない。まず、。ロスによる、男と女の本性からの美しい合唱や、アッティヵ全土の小鳥達
や、地下の全先祖霊の声援を思わせる暹しい蛙達の合唱で、魂の故郷の田園牧歌に誘ってゆく。牧歌自体がすでに
イローーーを形造り、その連中の辛疎、痛快、巫山戯ろ科白で揺ぶる。そして主人公達の男女両性を具有する魔術で
めまいさせ、切離した部分のその魔術的結合で両極を転換し、運命の向う側に突抜けさせる。これが彼の喜劇をつ
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悲劇を見てみよう。上述のことから、アガトソとユウリピデスの劇が、アテネを両義で揺ぶる両性具有魔術をもっていたこ
とは推察できる。『蛙』でのデイオーーュソスじしん、アテネ人の深層の不安と憧れを体現して揺ぶる覚醒であった。それをす
るのが、ポリスのデイオ一三ソス祭で演じられる悲劇と喜劇である。喜劇『女の祭』でアガトンに向けられたリュクルゴス狂
ア
ソ
ド
Ｐ
ギ
ュ
ノ
ス
く
に
言の「男女よ、祖国はどこ？・・…・」は、アイスキュロスの、北方トラーキァを舞台に借りた『エドニア人たち』のなか
で、リュクルゴス王（ス．〈ルタ国制の伝説的設立者）が、デイオニュソス化身か祭司に向って叫ぶ科白で、ニウリピデス『パ
ッコスの信女たち』のペソテウス王の科白原型だ。
、
、
、
、
、
、
、
アイスキュロスは悲劇の最初の幕開け詩人である。彼の一一一部作で、トロイ戦争の総師アガメムノンの死をめぐるミュケナイ
のポリス形成の苦闘劇がある。（悲劇は一日に三部が続けて上演された）。凱旋したアガメムノンを、王妃クリュタイメストラ
が、留守中に密通した情人アイギストスとともに殺し、アイギストスが勝主となる。彼らを倒す巡児オレステスと長女エレク
、
、
、
、
ト
ラ
の
物
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
両
性
具
有
魔
術
の
一
端
を
か
い
主
見
て
象
よ
う
。
まず始めの『アガメムノン』。凱旋の報告を市民に告げる王妃に、。Ｐスが「殿方みたいな利発な御言葉」と言えば、妃は
、
、
、
、
、
、
、
「さあ、一刻も早く殿に伝えよ、出発の時と同様にあの方にはまめやかな妻、仇の人には手厳しい女を」と答える。「あの方」
は一方アガメムノン、他方アイギストス、「仇」は一方、告げ口するかもしれぬコロスの長老、他方アガメムノンをいつか意
、
、
、
、
、
、
味している。コロスの「殿方みたい」も、屋上の物見の嘆きの「もとはと一三口えば一人の女が男のような企承をはかる御指図」
と
い
う
の
と
相
応
じ
る
皮
肉
に
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
、
そ
の
場
で
自
然
に
出
る
言
葉
だ
が
、
い
つ
か
妖
し
く
裏
腹
の
両
義
を
孕
ん
で
い
る
。
そ
ん
な緊張した空間である。登場人物は全く知らぬが、それとわかる観衆をそんな両義空間に誘いこんでゆく。そしてコロスとア
、
、
、
、
、
、
、
、
、
イギストス。（会話は途中略してかいつまんで紹介）「女ふたいな貴方が、家の番（女の仕事）をしながらつわものの閏をけが
、
、
も
した分際で、大将軍にシ」うした般後を企むとは。しかも自分一人でやる勇気もなかったくせに、僻主となろうというのだな」。
、
、
、
、
｜‐欺すというのは、むろんはっきり女の仕事にきまっている。私は親代含の仇として疑われていたからな・》」奴の財をもとに
、
、
、
、
、
、
、
市民を統御してゆく道を承つけるとしようぜ」。「ならなぜまず自分の女々しい魂を自分でやっつけて、事を仕遂げようとしな
、
、
、
、
、
、
、
かつた。奥方に殺させて。．…・・ああ、オレステス殿！」という風だ。
次の『供養する女たち』は、夢を見た王妃の命で、アガメムノンの墓に供物を捧げにきた黒衣の女たちの登場で始まる。王
妃と黒衣の女たちの不安から浮び出たように、墓前準総髪の房が捧げられている。エレクトラもやってくる。その対話が、女
たち「誰のかしら、誰か娘の？でも髪を献げてお悼糸するのは仇のはず」。二「私のもの（女髪）そっくりよ・あの女のは
Ⅳ 
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ずはなし。……オレステス！」と始めから両性具有のめまいにひきこんでゆく。女らに代ってオレステス現れ、ニレクトラと相
、
、
、
、
擁して、一一人して雄たしい男となり、あの「一一人の女（一人は女同然だから）」を倒すと語りあう。そこで語りだされる妃の
夢は、大蛇を生尭子供のようにオムヅに包象、乳房を含ますと、乳の中に血の塊が出た、というのだ。そしていま、一一人は
承ずからその蛇となる。それは一一人のやりとりにも、「男のように私を……」との彼女の願いにも現れ、その絡承が股後まで
続く。オレステスが母に刃をかざすと、母は胸を開き「お前を育てたこの乳房に免じて」と女食しくすがり、「お前の父親の
落度も云って」と乞う。彼が「私は父の自由の子だ」と言えば、「母親の呪いを知れ」と脅す。「じゃ、父の呪いは？」と反問
するオレステス、そんな切迫した苦悶のやりとりで、男と女、親色子の愛と楢、楠と理が絡発性的エクスタシーの転換で観
衆の深層を揺ぶってゆく。それ建母を殺した彼を追う復讐の老女神らの蛇の髪にも現れ、すくむ彼はアポロにすがる。
、
、
、
次の『慈みの女神たち』では、アポロが老女らを眠らせ、オレステスを逃がしてアテナイにすがらせれば、クリュタィメス
、
、
、
トラの亡霊が老女らを醒まし、ポリス女神アテナイが判官となっての、証人アポロと夜の老女らの激論。アテナイが後者にも
新しいポリスでの死・再生に携わる場を設けてやり、呪いの復讐女神が死から再生させる祝福の女神となる。第一作『アガメ
ムノン』で、捕囚の唖のトロイ王女カサンドラが、門前のアポロ像に釘づけになり叫びだす「おとととい、ぽぽい、おおアポ
ロン、私のアポロソ」の前のアポロンは「行く道の神（導者と、後のは「私を減す神」を意味する。アポロが導くその両義
で観衆の、男らしさと女らしさへの憧れと逆への恐れを揺ぶりひきだし、現実の向うに生れる其の男と女、親と子へと生れ
させる両性具有魔術だろう。
このアガメムノン王一一一部作は、亦矛がくい《では『ニレクトラ』しか遣っていない。それを簡単に見て詮よう。
、
、
、
、
、
、
、
エレクトラは嘆きの化身だ。「私の気持の激しすぎるのは自分でもよく判っているわ。でも生命のあるかぎりは》」うして嘆い
てやむものか。」「男らしさはひとかけらもない悪人アイギストスなの唱私は弟を待ちわびてただ惨めに死んでゆく」と、あ
、
も
の女（母）を「腐った男」と、アイギストスを「腐った女」と呪ってゆく。いさめる妹を「嘆くのをやめるなら、私は弟を売
った情ない女と笑われよう」と潮笑い、母が、あれはアガメムノンが自分の弟の子の代りに私の娘を殺し迄その母親の復讐
、
、
、
、
、
、
だと言うのに対しても、それは女の情欲に囚われた女念しい口実、「もし私に力があればオレステスになり代る」と男のように
、
、
謀り事でオレステスば死んだと守役が骨壷を届け、彼女は打ちひしがれる。それを知らぬ妹が父の基で真新しい髪房を見つ
け、姉に告げる。信じぬ姉は、いまこそ一一人で雄をしく仇を打とうと（男に返って）妹に迫る。「貴女は男でなく女の身ょ、
、
、
、
、
弱い身は強い者に従うべき分別をｊい）って」と妹。姉「その冷静は羨ましいが、その卑怯は憎らしい」とたけだけしくなるだ
け・その末、ひとり骨壷を抱き「オレステス、あなたが死んで、母ともいえぬ母様は喜びで有頂天だし、母様より可愛がり青
言い放つ。
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てたこの私はもう死んでるのと同様よ」と嘆く。そこにオレステスが登場。「夢ではないのよ、いま腕に抱いてるのは、この
、
、
子が戻ってきたのわ。会えたのね、望承の人に、お父さまの御子に」と、母と女がいっせいに溢れ出る。オレステスも「抱か
れていたい、このまま姉さんにいつまでも」と叫ぶが、「すべては首尾を果したその後で」とたしなめる。「ええ、ええ、いつ
までも乙女でいます。」「でも気をつけないと、女にだって戦う気性はあるのだから」「ああまた、それで思い出させておくれ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
だ。忘れもえせぬ私らの不幸を」と饒舌りだし、いさめる男ととめどない女が激しく絡んでゆく。老守役が走り出て「何とい
う無分別の人達か、生命はいらぬのか、すべては筒抜け、さ、ざ、一刻も争って、」と館に入る。
０
，
 
館の中からニレクトラひとり出てきて「男の人達がもうすぐ仕終えると』」ろよ・あの女は、いま葬いのため骨壷の飾りつけ
していて、あの二人が傍らに立っているの。」と語る。もちろん妃はまだだまされたままだ。その葬いとはオレステスのか、
、
、
、
、
、
、
自分のかも知らず飾りつける妃。そして館の内での王妃の死の叫び。そこにアイギストスが急ぎ帰ってくる。「オレステスが
、
、
、
、
、
死んだ報せを伝える客人はど》」だ。」「家の中です。御織釘なお妃さまにお会いになれて首尾よく想い番とげられました。」「そ
で
、
、
れで、間違いなく死んだといっておられたか。」「いいえ、論溶炉で隣齢◇確かな誕鋤を見せてくれました。」「それをはっきり
、
、
、
、
確かめる〉」とができるのだな。」「ええ、おできになりますとも。よい気持のものではないけど。」「まったく今日はお前もいつ
、
、
、
になく嬉しいことを言ってくれるな。」「》」れが本当にお喜びになれることなら、どうぞお喜びになって下さい。」「みなのも
、
、
、
、
、
、
、
の、門を開けポリス中に見せてやれ、この男に空しい望みをかけて気負い立った者がいるなら、｝」の死骸を見て、これから俺
、
、
、
、
、
、
に素直に従うようになろうし．…・・。」「私も論べきごどをしています。やっと強い者に従わねばならぬことがわかりましたの
、
、
、
で．」ｌで彼も内庭入り、刃に倒れ、終る・
この岐後の不気味な両義性を孕む揺ぶりは、男らしさと女らしさへの深層の憧れと、その逆の男の女念しざと女の情念への
恐れを、エンシュージアスムスとエクスタシー（激情・興密と忘我・脱自）にひきこ家、転換、覚醒させる魔術である。
その片鱗は同じソフォクレスの『アンチゴネー』にも見られる。
オィディプス王なき後、遺児の兄が王位を継ぎ、一年交代の約束を破って弟を追放する。弟は力を得て戻って戦い、ともに
鑑れ、母の兄クレオンが王位につく。彼は国民に、国を守り鑓れた兄は国葬で葬り、叛徒の弟の屍は放腫して野獣の餌食にす
るよう厳命し、犯すものは死罪と布告する。オイディプスの娘アソチゴネーは、独りで兄の屍を礼法に従って葬る。人の定め
、
た法より、兄妹の自然の愛》」そ、愛が駆る人間性こそ神律だと言い放つ。怒るクレオンは「いや、まったく私が男とはいえな
い。この娘が野だろうよ、このまま威張ってられたら……」と叫ぶ。長老らの「すると、この方の死罪はもうきまったあのな
、
、
、
、
、
、
、
のですね」に「そうだ、あなた方にも私にもな」と答えて言う。「さあ、引立てい・女らしくさせてやるのだ。いや、大胆な
、男共でも、死が近づけば遁れようとするものだがな」。彼女は息子ハイモンの許嫁である。ハイモン現れ「聡明で英知にゑち
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、
、わつり
、
る父こそ子の誇り」と、国民の心の内を語り父を説く。その一一人のやりとり。「きまった法を大事に守り、決して女童べに牛
耳をとらしてはならぬのだ・止むをえずぱ蒋讓の手で追い落されたがまし。そしたら女にも劣った者と呼ばれずにすむから
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｂ
な」。「肉親の自然に生きる女の美しさが、女の中で最ｊ虫）不当な目にあうのは」というハイモンに「こいつはどうやらあの女の
味方をしていくつもりだな」・「ええ、あなたが葬態か、です。正道を踏承はずし、神点への務めを捨てて」。「ええ、何と汚ら
、
、
、
、
、
わしい奴、女にＪい）劣ろうとは：．…だが、まだ生きてるうちにあの女との結娘は許さぬぞ。」「では、あれは死ぬでしょう、死ん
、
、
、
、
、
で誰かを死なすでしょうが。」－－‐観衆は、ハイモンの死ｊい）クレオンの最後ｊい）知っていて、この孕む両義に息つめて揺ぶられ、
輿密・激情と半ば忘我・脱自の中にひきこまれている。
あ
る
じ
、
、
死罪の地下牢で、アソチゴネーは、冥府の主が、生きながらいま彼女をつれてゆく住居を語る。「》」自分が生んだ父上との
え
に
し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
不幸な縁を結んだ母さま」の「呪いを受けて、夫Ｊい）なしに、住居を頒げに、その方台のところに出かけるのだわ」。ハイモン
も
、
、
と結婚できぬ彼女。そして父ｊい〕だ。父オイディプスは母の子で、彼女の兄でＪい）ある。「不幸溢繕鱈をなさった兄上、あなたは
、
、
、
、
、
、
死んでまで私をとらえ」、い●ま、「殺された兄を夫として婚姻を満たさせるのだ」と。‐‐‐Ｉ他方、クレオンは預言者ティレシァ
スに「死人をさらに殺して何のほまれか。地下に属する者を滴めしせず地上に極き、地上に凪する者を地下に投じ、それは神
含を怒らせ、貴方の血を分けた一人を代りに出すことになろう」と掻ぶられて、屍を葬らせ、アソチゴネーを牢から出しにゆ
く。だがクレオンが牢に着いたとき、既に首を吊ったアソチゴネーを抱いて嘆くハイモンは、父に唾吐きかけ斬りかかり、彼
が跳びのくや、返す刃で自らを刺して死ぬ。母なる妃山）クレオンを呪って死に、クレオンはくず折れる。息をのむ観衆の中で
すでに八真の人間Ｖが生れている。その八真の人間Ｖは、気紛れで暴虐な迎命を自ら進んで引き受けて、運命の向うに出てい
る。観衆は自分の中に生きている再生したデイオニュソスを実感するのである。
このやりとりの両義空間の中に浮んでくる、男らしさと女をしさへの、限りない嘆きと分別への、裏腹にゆれる
愛憎相反が、科白の裏から観衆をとらえ、揺ぶり、交錯の中で脱自させ、全き男と女つまり全人を生みだす。この
空間は、ひきこみ転換さす誘いである。その空間は男と女の生理の奥の性的エクスタシーにひきこむナニかを列もつ
、
、
、
ている。しかＪい）ひきこんでしまわず、ひきこむ寸前にハズスじらしに似た誘いのように見える。じっさい、この両
義空間では軽いめまいすら感じる。そのめまいは無底の奥にはずされる伯さであり、また懐しさである。感覚が囚
われれば意識が浮遊し、意識が囚われると感覚が浮遊し、たがいにの糸こまれる。その振子運動は、狂気でもなく
、
、
、
、
、
、
、
正気でｎ屯ないめまいにひきこみ、狂気で刀も正気でＪい〕ある覚酔を誘う。その振子の増幅する潜在ニネルギーーには息を
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チ
ヲ
コ
ツ
タ
ギリシャ本土の博物館所蔵の両性具有彫像や奇怪な土偶像の写真が僕の手許にある。蓋じらい衣をかかげて男根を露わすア
フロディテ、それに翼をもつヘルメス、キューピット（エロス）から、グロテスク・アク弓〈ツトの顔もない両性土偶まで。
あのアリストブァネス喜劇から想像して、古典期アテネの密儀導者か、ニーーークな戯れか。だが、大蛇に親子で絡まれ苦悶す
るラオコーン像や艶冶なアフロディテ・ヴィーナス像から想像すれば、ヘレーーズム期のものかもしれない。
両
性
具
有
で
揺
ぶ
る
両
義
性
を
孕
む
緊
張
空
間
は
、
ア
テ
ネ
で
も
そ
れ
ほ
ど
激
し
か
っ
た
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
の
各
地
で
も
起
こ
っている。その個奇に立入る紙数はなく、割愛し、ただ、ローマの『変身調』とそのあとのグノーシスでの両性具
有像を見るため般少限のヘレニズム世界の状況を瞥見する。
前一一一一一一八年、マヶドーーアがギリシャを征綱し、ギリシャ軍を伴うアレキサンダーの津波がインドまで呑柔こむ。世界は
も
て
あ
そ
のむ。そんな両義で戯れる運命によって、観客をＪも弄び、麻揮奎ごせ、息つめた期待を弛めて、彼らの中に非我の
証人や助言者を立ち現われさせ、接ぶる。観客は未開の経験による驚きと自由の中で、運命の向うに生れる。未開
の
隠
れ
た
生
の
意
味
に
覚
醒
す
る
。
こ
れ
が
悲
劇
の
技
術
な
の
だ
。
悲
劇
の
運
命
の
揺
ぶ
り
は
、
喜
劇
の
技
術
で
あ
る
椰
楡
と
等
し
い
。
い
ま
見
た
い
く
つ
か
の
劇
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
と
テ
ィ
レ
シ
ア
ス
の
激
し
い
や
り
と
り
で
ぞ
っ
と
す
る
真
相
が
願
わ
れ
る
場
面
で
も
そ
う
だ
。
人
は
、
自
分
を
外
面
的
な
浅
い
所
で
部
分
的
、
一
面
的
に
切
り
離
し
て
強
調
さ
れ
れ
ば
怒
る
。
部
分
が
突
飛
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
奇
妙
奇
天
烈
に
組
合
さ
れ
れ
ば
憤
怒
に
我
を
忘
れ
る
。
そ
ん
な
科
白
が
主
人
公
た
ち
の
双
方
を
憤
怒
さ
せ
、
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
や
未
知
の
行
動
に
走
ら
せ
る
。
そ
の
チ
グ
ハ
グ
の
ア
ト
ピ
ァ
ア
瀧
リ
ア
ーーー曰葉が観衆を振子のように動かし揺ぶってゆく。突飛（ァは否定、トポスは場所。場外れ）で揺ぶり、窮地（ァは否定、
ウ
ト
ピ
ア
ポロスは方策。術なし）仁曳きこみ原郷（ゥは否定、トポスは場所。ユートピアの原語）に覚醒させる。こうして全存在
的
な
質
的
転
換
を
す
る
。
そ
れ
を
、
深
く
美
し
く
深
層
の
憧
れ
と
柿
れ
を
唱
う
コ
ロ
ス
の
合
唱
と
、
男
女
両
性
具
有
の
エ
ロ
ス
的
魔
術
デ
ー
モ
ン
が
実
現
す
る
。
弛
め
る
空
間
の
中
で
狂
気
と
正
気
が
そ
の
両
義
的
混
沌
の
＊
《
ま
溢
れ
、
転
換
の
中
で
深
層
の
憧
れ
と
恐
れ
の
魔
が
解
カ
タ
ル
シ
ス
放され、浄化Ｊも果される。
ヘ
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（
し
ニ
ズ
上
・
オ
イ
ク
〆
＊
Ｉ
オイクヌネ．Ｉ
ハギリシャ風のひとつの家Ｖになりその内部での八平等の資格の協調Ｖが宣一一一一口された。だが僅か四年で、その八家Ｖは一一一
オ
イ
タ
メ
ネ
ー
百年八抗争する家Ｖになる。股初の七五年間と、次の前一一一七年来の百年戦乱で。そして西歴前一一一一年、前一一世紀未経済
パ
ッ
ケ
ス
０
ロ
マ
ー
ナ
革命を達成したローマは、「ローマの平和」の中に世界を呑象こみ、前一一一世紀後半からギⅦソシァに学んだ、ポリスと同盟ポリ
コ
イ
ネ
・
ポ
リ
テ
イ
ア
スの「共通の国制」で、以後一一百年世界を鎮静させた。
テ
ユ
ケ
ー
この間、各民族固有文化は揺ぶられ掘り返され、世界には混涜文化ヘレニズムが沸き立っていた。どの国にｊい）運命女神や各
ダ
イ
モ
ー
ン
ニ
ピ
マ
ア
ネ
ス
人の運命神霊や守護顕現神や呪術や怨霊信仰があふれ、各種密儀がギリシャの密儀と結び、、ハビロンの星辰信仰はストア、中
シ
ニ
シ
ズ
ム
エ
ビ
キ
ニ
リ
ア
ニ
ム
ズ
ス
ト
イ
ク
ズ
ム
期プラトソ、新ピタゴラスの運命論と結んでいた。古典ギⅢソシャ哲学は、犬儒主義から快楽主義と禁欲精神主義の両極に分離
していた。ただこの両者の名をもつストア・ニピクロス派はそれとは違い、「星女の間と等しい（間宇宙）広大で冷やかなコ
ア
ク
ラ
グ
シ
ア
ア
パ
セ
ィ
ア
ス
ケ
プ
シ
ス
スモポ、ソス」を住居とし、「心の平静」と「無激情」と判断留保の懐疑で、運命の気紛れと変化に乱されない平和を求めた。
そんなコスモ（宇宙）ポリタン（市民）世界だった。他方では打続く戦争は巨大な富裕者を生んでいた。彼らは国念の莫大な
俄務を土地投資や商業投機の私有資本で支え軍隊補給請負で儲けた。その富の結果、アレキサンダーの名を冠したアレクサン
ドリヤは建築、科学、技術、医学、文芸、数学、人文学を、チグリス河畔のセレウキァは天文学を、創り出していた。
各民族宗教Ｊも、このヘレーーズム化の中で、自分のアイデンティティを確認しあるいは発見しようと内部で実存化し、外に出
て新しい形をつくった。インド仏教は大乗化を果し、ギリシャ芸術、建築、彫刻で荘厳され、世界に拡った。ゾロァスターの
イランｊい）民族枠を超えたミトラ教を生み、それはローマまで鯵透していった。ユダヤは、内部で凄惨な対ヘレニズム宗教抗戦
コ
イ
ネ
ー
が起こり、後期ユダヤ教が生まれ、異常な律法化と密儀化が進んだ。一方、外にあって、ヘレニズム世界の共通ギリシャ語を
デ
イ
ｑ
Ｔ
冗
敬
７
語り、イスラムのメッカ巡礼同様、エルサレム詣でに行っていた離散ユダヤ人の間から、世界キリスト教が蝋き出し、拡っ
た。それはこのヘレーーズム世界がローマに呑みこまれて静まった一世紀半ばのことである。
以上を総括してみると、この間のヘレーーズム世界は異常な世界だった。あらゆる価動が解き放たれて、精神が、知恵が、官
能が、創造か破滅に向って激しく呼吸していた。どの面でも両極が揺ぶっていた。その奥からあらゆる極が顔を露わし、しか
もその基底となるあのアテネのようなポリスはなく、無底無極の基盤が無気味に口を開いていた。そのなかで野放しの空想、
幻想、想像力、知性が、底なき創造衝動と破滅衝動で交替し転換しつつ自己増殖していた。
これを双面やい刃六門の内と外で政治的に統合したのがローマである。その自信と野性に溢れるローマには、遥しい快楽主
義と喚笑が溢れていた。そんなエロス的放笑をＪもつ『性愛技巧』の著者オヴィディウスの、『変畢譲』に八性愛的Ｖ両性具有
ア
ル
ス
ロ
ア
マ
ト
リ
ア
エ
ロ
ス
像が出ている。それは、無気味なエロチシズムと笑いの中で全グレコ・ローマン神話を描出している。いまひとつ、｝」の世界
を霊的に統合したのがキリスト教である。そしてそれは周辺にさまざまな混請キリスト教を生んでいた。それがグノーシス話
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ソ
フ
イ
ア
宗教であり、そこにｊい》八英知的Ｖ両性具有像が出ている。
十五巻からなる『変身認』の第一一一巻からがディオニュソス物語で、そこにテイレシァスとヘルマフロディトスがいる。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
テイレシアスはカドモスが播いた「大蛇の歯」から生れたポリス創建者らの後斎で、有名なアポロの子》一口者である。彼ばか
、
、
ってデルポイ神殿近くの森の中で、交尾中の絡みあう大蛇を見、棒で打った。すると忽ち男から女に変り、女として七年を過
す。「八年目にまたその一一匹の蛇を見た。『お前達の受ける打撃が、打った者の性を変えるほど、大きな力をＪもっているなら、
、
わし砿．、う一度お前達を打ってやろう』、そう一一一一口って」打つと、生れながらの男に返った．ｌそういう形でその両性具有が
語られている。その彼が主神たちに盲目にされ、代りに能力を得る単純な因縁灘も、歴史の遠い奥を覗かせている。
成長したデイオーーュソスが、各ポリスを揺ぶり、テイレシアスの予言を聞かぬテーバイのペンテウス王を引裂き、ポイオテ
イアのポリス・オルコメヌスにその嵐が及んできた。迎える女達の叫びの中で顕現するこの神の姿に、「その藤俸、時に繩あ
る遥しき牡牛、時に少女、そしてとこしえに少年の、天上で股ｊも美わしい方」という表現がある。第四巻の始りでオルコメヌ
スのミーーアス王の一一一人の娘ｊい》、秩序を撹乱するディオニュソス祭典を憎み、意固地に王宮で機を繩る。その退屈しのぎの物語
りに、サルマキスの泉の悪い噂の、誰Ｊも知らぬ理由はこうよ、と話す。それがヘルマフ官ディトス因縁認になっている。
（あの二匹の蛇が絡む杖を北）つ商業導者）メルクリュウス（ヘルメス）が、（ローマではバビロンのイシュタル同様、金星
になる）ウェーヌス（アフロディテ）に生せた子で、顔つきでその名を麓った父母がわかる少年が、故郷を離れ、見知らぬ土
地を旅してこの泉に現れた。泉は「冷たく」「すきとおっていた」。泉の妖精は、少年のキューピッド（エロスの別名）のよう
な美しさに麻揮し、花嫁にと迫る。しかし逃げられ、それならばここを譲ろうと身を隠す。種たてる泉の誘いにいつか裸にな
り泳ぎだす少年を、妖精は蛸が穫物に、葛が大樹に絡むように抱きしめる。妖精の、永遠に引き離さぬようとの願いは神点に
聞き届けられて、「ふたつの体はそのまま溶けてまじりあい」、「ｊもうふたりではなく、女とｊ⑮）男とｊも呼びえない両性のｊもの」、
そして「男と女のどちらでｊもあり、しかも、どちらでＪい》ないように見え」ろｊい》のとなってしまう。
手足の力Ｊもなえ、半分しか男でなくなったのに気付いた彼は、お父さ●ま、お母さま、この泉に入る男は、みな半陰陽にな
り、この水にふれる者は女のように力がなくなるようにして下さいと叫ぶ。両性になった息子の言葉に心動かされた両親が泉
（いまは息子でｊもある！）に願いを叶えてやった。以上があの悪い噂の理由だ、と。
娘が語り終えると、突然鉦鼓、笛の鵜きとサフラン、没薬の濃い香りが包み、機ｊも糸Ｊい）織物Ｊも、萄茄の蔓、葉、赤紫の房に
変る。時は薄暮（昼と夜、光と闇の中間、例の両義空間）、包む炎の中で野獣達の幻影が泡膵し、炎の光を避ける物陰を探す
三人娘の縮める手足をたちこめる煙の薄膜が包む。薄い翼が腕に拡り、空中に浮き上り、鋭い啼声を発して光を嫌って飛び廻
り、人家にねぐらを求めて森と往復する鱸騒（琵歸塀塚出た）に変身する。－Ｉこの噂に．まつわる出処は、先にシリヤの項で
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見たアシニクルテ聖地アスヵロンの伝説だろう。いづれにしるここではもう両性具有魔術師へルマフロディトスはローマの野
性的一プィオニュソス性にとって代られている。
このディオニュソス性にとって代り、いわば新しきデイオニュソス宗教性をとったのがキリスト教ともいえる・キリスト教
は「ユダヤ人は徴を求め、ギリシャ人は知恵を求める。されど我らは、十字架につき死から甦ったキリストを、宣く伝える」
といい、この死からの再生者は「もはやユダヤ人でもギリシャ人でも、奴隷でも自由人でも、男でも女でもない」と告げた。
この告知嶬前一九八年来、対ローマ反乱を続けていた奴隷達（ローマの残虐な見世物「剣奴」のスペルタクス反乱は、前七
一年アッピァ街道を六千の十字架で埋めた）と、たえず蜂起する辺境従属民達、そして婦人達の魂を囚えた。このキリスト教
、
、
、
、
、
、
、
も
はへしニズムのあらゆる両義的揺ぶりの中で、いわば八神性と人性の両性を共有する熱師Ｖキリストによる揺ぶりによってそ
の両性を転換し、罪の麻蝉から未剛の新しい人を覚醒させようとするものである。この神と人の両性転換はエロス的男と女の
、
、
、
、
両性転換魔術との格闘の中から生れ、その苦闘を内包している。それはこの覚醒者を「男でか女でいない」と表現する》一目葉に
もその跡が見られる。そしてそれは、このヘレニズム化の中での各固有民族宗教に連鎖的反応を呼び起こし、周辺にさまざま
ピ
ス
テ
イ
ス
な混蒲キリスト教形態を生んでいた。グノーシス（覚智、霊智、神智）とは、感覚的信仰に対する悟性的認織を言ロうギリシャ
グ
ノ
ー
ソ
ス
語である。ローマは．ハピロン同様、あらゆる原始価動にも宗教にも寛容で、ただ皇帝礼拝だけを求めた。ヘレニズムで生れ、
、
、
、
、
、
、
、
、
同様に内懐ろの広いキリスト教も、唯一の神の承を礼拝することは鞭れぬ中心である。始まった凄惨な迫害の中でも逹醒陸
ローマの衝動的快楽主義に批判的なキリスト教はさらに硬化し、座箪的に対極的精神性に身を固くする。このなかで、一度は
デ
ー
モ
ソ
この統合を受入れ←」辺境諸民族、奴隷、婦人らの深層の魔性が抑圧の中で陣きはじめる。彼らがこのグノーシスの中に新しい
、
、
、
、
覚醒の道を求めたのは必然であった。これは、いわば旧約から新約に至る覚醒史を裏返すもうひとつの深層覚醒史と一一一口え、キ
も
、
、
、
、
、
、
、
リスト教を柿ろしい内部混乱に陥れるものだった。以下に、老大な原資料からその一一、一一一をサンプルとして、それらの中で男
女両性具有がどのように位雌しているかだけを全く僕流にデッサン蕊・
『この世の起源について』（シリヤ系）
ソ
フ
イ
ア
ア
ル
コ
ー
シ
ここでは英知と諸力の格闘が中心である。アルニーンとは当時、ローマの絶対権力を代表する各属領の執政官の》」とで天的
ア
ル
■
Ｉ
ツ
ー魔的な権力象徴である。彼らは中界に住む。上界と中界と下界があり、下界はまだ水が覆っている。英知は上界と下界の中
と
ほ
り
間に漂い張り廻らされた薄絹の帷帳のような妖術師である。
ア
イ
オ
ー
ソ
始めに上界には真理の国（時）の内なる光と外の影がある。英知はその洞察から、その影を闇と呼ぶ。そのようにやがて闇
に力が現われ闇が物質を生む。だが闇から生れた物質はより強きものを嫉妬し憎悪する。信仰により誤りを知った物質は目
ピ
ス
テ
イ
ス
ソ
ブ
イ
Ｔ
、
、
や
、
ヤ
ル
ダ
パ
ー
ト
分の其の支配者を渇き求める。そこで英知は支配者として両性具有の混沌の子を送る。（混沌は光と闇も含めて多様な両性を 、、
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、
勺
、
ア
ル
ゴ
ー
ン
ア
ル
コ
ー
ン
具有している。その両性転換者が子だ。）だが物質は水上のその影（闇）しか見ず、地と水と諸力をつくりだすだけ。その諸力
カ
ー
オ
ス
ピ
ス
テ
イ
ス
は闇の力を知ｈソ、混沌（無秩序）と呼ぶ。そこで信仰が姿を水に映してやるが、物質は悔改めずにただ無知を恥じ、不死の光
の人を求める。そこで「不死の光の人」が水に影を映し、その影が「光のアダとである。その美しい姿に混沌の妻が恋し拒、、
否され、怒って（混沌の中の）光の血を地上に流す。その血から「ニロース」が生じる。だからエロスは光と闇を持ち、両性
、
、
具有である。エロスは神だと諸天使の中に入り、愛と性いわゆる｝一ロスが世界に現われる。混沌の子は、光ｊい）知っているの
ソ
フ
ィ
ヤ
ソ
フ
イ
ア
・
ゾ
ー
エ
で、その光のアダムに像って「地上のアダム」をつくる。英知は「生ある英知」となって、一方でそのアダムに息を吹きいれ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
▽
て生かす。他方で水上に光の水玉を投じて女の体をつくり、その光玉を孕》ませ両性具有の「ヘルマフロディトス」イブ（蛇ｊい）
その分身）をつくってアダムに送る。
ア
ル
ゴ
ー
ソ
両性具有者イブは人類の原母である。アダムはそのように讃える。アダムの讃える声を聞いた諸力は嫉妬し、アダムを忘却
の眠りに陥れイブを犯し、自分に服従する子孫を得ようとする。ヘルマフロディトス・イブは諸力の眼を眩生せ、自分の像は
フ
ル
西
Ｉ
ソ
ァダムのＪい》とに残し、自らは「知恵の樹」に入り、知恵の樹となる。諸力はその残像を犯してアペルの子孫を生承、アダムと
イブの残像が無知の中に迷い出たのを知って喜び、知恵か針か簗を食べるのを禁じる。だが（ヘルマフロディトス・イブの分
、
身の）蛇がふたりに教えて食べさせ、ふたりは眼が開かれて諸力の本質を知り、光と闇を区別し、獣に名をつけ秩序づける。
諸力はアダムがこれ以上に「生命の樹の実」を食べて不死となり彼らの霧き人となるのを恐れて、ふたりを楽園から追放し、
ソ
フ
イ
ア
ｏ
ゾ
ー
エ
「炎の剣」で間をさえぎる。そこで「生ある英知」が諸力を天界から追放１）、悪蕊とする。悠鍵は人間を無知と忘却に陥れる
ソ
フ
イ
ア
０
ゾ
ー
ニ
が生ある英知の「ロゴス」が知識を開き、「全き人」が真理を示して混沌の子は追放され、天地は水底の深淵に崩れ落ち原初
が回復する。各人は自分の由来を知り、認識と行為でその本質を実現する。
『ヨハネのアポクリフォン』（シリヤ・エジプト系）Ｊもほぼ同工異曲で、少し違った点だけ紹介する。
導入部では「私は父であり母であり子である」と語る復活のキリストが奥義への参入を求め、結尾ではキリストが繭の姿で
、
、
、
、
ニソノヰリヤ
アダムを食べ、知恵の樹に自分を顕現する。上界には第一の人間ｌ万物の父Ｉ初めの光と、第一一の人間ｌ思いと、第一の女ｌ
、
、
聖霊がいる。第一の女から光が左右に溢れ出て、春侭キリストを生象、左は奈落の闇と水にまで落ちる。奈落・混沌でのその
ア
ン
ド
ロ
ギ
ユ
ノ
ス
アソトロ草・ユノ●ス・ソブイア
ヤ
ル
合
グ
パ
ー
ー
「
光
の
残
余
」
が
「
男
女
な
る
英
知
」
で
あ
る
。
そ
の
男
女
・
英
知
は
こ
の
奈
落
界
で
肉
体
を
と
り
混
沌
の
子
を
生
み
、
み
ず
か
ら
は
「
光
ヤ
ル
ダ
パ
ー
ト
ア
ル
ゴ
ー
ソ
の残余」の力で跳ねあがり肉体の桂楕を脱する。後に残された混沌の子は諸力達に苦しめられ、孤独の苦みから奈落の沈澱物
ヌ
ー
ス
ウ
■
ポ
ロ
ス
に欲情し、「理性」を生むが、それは恰Ｊも自分の尾を呑承こむ蛇のようで、忘却・不遜・嫉妬・悪霊がそこから生れるだけだ。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ）」で彼らを導いて両性具有のアダムをつくらせ、知恵の樹ならびに蛇を諸力と争奪する戦いを展開する。
丁
哉
カ
リ
プ
メ
『アダムの黙示録』（・〈レスチナ・イーブン系）は、両性具有者の魔術師・英国のフォスター（フォルスター）、ドイツのファ
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このような男女両性具有の魔術が、ヘッセのなかでユーモア空間を伴って必然的に『荒野の狼』の形をとってく
る
道
程
を
見
て
承
よ
う
。
一
九
一
九
年
、
よ
う
や
く
終
っ
た
大
戦
の
中
で
彼
は
解
体
の
淵
に
佇
っ
て
い
た
。
五年前からの大戦は彼をスイスの静かな隠遁生活から有無を言わせず引っ張りだしていた。理性に帰れとの反戦の呼びかけ
のため、祖国で築いてきた評価も収入の道も友をも一挙に失い、ジャーナリズムを含めた真向からの悪罵と、友人たちの口ご
もる非難に包まれる日台が続いた。そのなかで彼はスイスのドイツ捕虜保誕機関の奉仕に献身的に打込んだ。無収入に近いそ
の過労に、父の死の傷心と末子の脳障害による重病の苦悩も重なる。七年前、ベルン移住の当初から不幸の影がさしていた妻
（鴫）
との間も、『荒野の狼』での表現をかりれば「一夜にして崩壊」し「精神病になった菱が私をくつろいだ家庭から追い出し」、
家庭という砦で辛くも築いてきた「愛と信頼が一挙に憎悪と死物狂いの闘争に変」る。「隣人達は同情と軽蔑をもって見送
り」、隠棲の地からも追出され、神経は病糸、転々と転地療養を試みた末、強迫性神経病専門医ラングに行き着く。
ラ
ソ
グ
と
は
ま
さ
に
「
出
会
い
」
で
あ
っ
た
。
六
十
回
に
及
ぶ
治
療
面
接
の
な
か
で
、
彼
は
自
分
の
心
と
魂
の
奥
ふ
か
く
、
ど
の
よ
デ
ー
モ
ン
う
な
憧
れ
（
渇
求
）
と
柿
れ
（
恐
怖
）
と
が
隠
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
魔
力
で
働
き
、
自
分
を
無
意
識
の
な
か
で
衝
き
動
かしていたかを、開き示された。そしてこれまでの作品もそこから生れていて、どのような世界を志向していたか
を、フロイトやユングをとおして知らされた。
そ
れ
は
科
学
者
の
冷
静
な
眼
で
実
験
さ
れ
て
い
る
魔
術
だ
っ
た
。
そ
の
実
験
材
料
は
、
個
人
で
は
夢
・
幻
想
・
空
想
・
芸
術
作
品
な
グ
ノ
８
サ
ズ
デ
ー
ユ
ウ
ル
ゴ
ス
ア
ル
ゴ
ー
ン
ウストの原型である。アダムはイブから永遠の神の覚知を教えられて、造物主と諸力たちの中を歩くので、彼らは怒りふたｈソ
ゲ
ノ
ー
シ
ス
ア
ル
■
Ｉ
プ
グ
ノ
ー
シ
ス
ト
をセツ人の中に堕とす。セツ人Ｊも覚知たちだが、．まだ実を結ぶに至ってない。諸力はそれを知らない。一一一人の覚知者がセツ人
ア
イ
オ
ー
ソ
デ
：
ユ
ウ
ル
ゴ
ス
に、じつはその》」とでふたりから「大いなる国（時）の種子」がセツ人の中に出ていったのだと告知する。造物主は嫉んでふ
たりを盲目にし性欲を起こさせる。こうして人は弱さと死の力に陥り、そのばて洪水に溺れようとする。それを見て、上界の
、
ｂ
アン印ｒｐギユノス
九人のピニリデスから一人が離れ、彼女は高い山上で永い時を過》」し、ふずから欲情して男女を願い、ついに挾祷審詳だし孕
んでフォースターを生む。欲艀密趨藩汚充侭らが彼を青で、やがてフォースターは栄光と力を受け、洪水の上にやってくる。
■
、
〉てして同じような闘いのすえ人を救う。Ⅳ 
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デ
ー
モ
ン
そ
の
こ
と
で
彼
は
、
デ
ー
モ
ン
を
懸
依
し
た
人
つ
ま
り
デ
ミ
ァ
ン
と
い
う
先
見
者
に
導
ぴ
か
れ
て
、
時
代
そ
の
』
も
の
の
魔
を
描
き
だ
し
た
。
僕
ら
は
、
第
一
次
大
戦
直
後
に
既
に
『
閲
け
わ
だ
つ
承
の
声
』
が
脅
か
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
怖
る
べ
き
預
言
の
書
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
る
。
彼
は
時
代
の
深
層
で
新
し
い
神
を
予
感
す
る
少
数
の
人
々
を
描
き
出
す
。
そ
の
神
は
、
ゲ
ー
テ
が
西
東
詩
集
で
、
ユ
ン
グ
が
「
挨
及
の
死
者
の
書
」
で
、
ア
プ
ラ
ク
サ
ス
と
呼
ん
だ
神
で
あ
る
。
あ
の
グ
ノ
ー
シ
ス
の
、
光
と
闇
の
混
沌
の
中
で
、
破
滅
さ
せ
る
魔
的
力
と
ヤ
ル
グ
パ
ー
ト
グ
ノ
ー
シ
ス
創
造
す
る
神
的
力
を
転
換
さ
せ
る
神
で
あ
る
。
そ
の
混
沌
の
子
と
戦
う
の
が
デ
ミ
ア
ソ
と
そ
の
愛
人
で
あ
ｈ
ソ
母
で
あ
る
イ
ブ
だ
。
覚
知
ゾ
フ
イ
フ
・
ゾ
ー
ヱ
者
デ
ミ
ァ
ン
と
新
し
い
人
類
の
母
イ
ブ
、
こ
の
「
生
あ
る
英
知
」
の
田
力
女
両
性
具
有
の
導
者
た
ち
が
、
時
代
の
再
生
の
道
を
導
く
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
主
人
公
シ
ソ
ク
レ
ァ
が
無
意
識
の
う
ち
に
憧
れ
ま
た
恐
れ
る
深
層
予
感
が
た
ぐ
り
寄
せ
る
分
身
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
憧
れ
と
恐
れ
の
ふ
た
つ
の
力
の
葛
藤
を
解
放
す
る
妖
術
師
た
ち
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
然
な
説
得
力
を
ｊ
も
っ
て
い
て
、
シ
ン
ク
レ
ア
の
夢兆や絵の中に現われる無意識の恐れと憧れを現実化してゆく時代の破滅と新生に、僕らを参与させる力をもって
どであり、集団では童話・民話・神話であった。ヘッセ自身、これまで好んでそのような世界を書いてきていた。
そ
こ
に
無
意
識
に
隠
さ
れ
て
い
た
指
向
性
や
予
感
、
兆
し
と
徴
し
が
、
一
挙
に
彼
を
新
し
い
方
法
で
の
作
品
構
成
に
つ
き
動
か
す
。
そ
ヂ
ーモン
の
道
を
内
か
ら
も
外
か
ら
も
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
新
し
い
作
品
は
彼
に
と
っ
て
、
あ
の
魔
力
が
つ
き
動
か
し
操
作
す
る
魔
術
と
思
え
た
。
彼
に
『
デ
ミ
ァ
ン
』
を
匿
名
で
発
表
さ
せ
た
理
由
の
一
つ
は
そ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
一
方
で
、
作
品
を
精
神
分
析
と
い
う
科
学
の
ド
グ
マ
の
単
な
る
従
者
と
な
る
こ
と
か
ら
免
れ
さ
せ
、
他
方
で
、
人
を
動
か
す
高
い
客
観
性
を
与
え
た
理
由
で
も
あ
る
。
こ
う
し
て
『
デ
ミ
ァ
ン
』
は
同
年
、
一
挙
に
醤
か
れ
、
そ
し
て
そ
の
魔
術
は
、
男
女
両
性
を
具
有
す
る
兆
し
と
切
口
を
い
た
る
と
ころに見せている。
いる。ただ
そ
の
際
、
小
説
の
舞
台
が
幼
少
年
期
の
た
め
、
深
層
か
ら
の
無
気
味
な
力
が
、
彼
を
弄
び
戯
れ
る
イ
ロ
ニ
ー
と
し
て
は
自
覚
的
には把えられず、だから、彼がそれと真剣に巫山戯る弛める空間であるユーモアは現われない。そのため、いまへ
ツセ自身が置かれている中年者のぞっとする孤立と崩壊での、具体的展望は開かれていない。
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（焔）
この点について、彼は一九三一年のある脅簡のなかで、この一九一九年を回想して次のように書いている。この五年余り、
彼はこの戦争という殿もいまわしい愚行に熱狂的喝采を送る新聞、野党０も含め、「中でも、教授たちと他の公職にある知識人
たちが最も大声をたてていた」のを見ただけでなく、「私達のささやかな反対、批判、民主主義までが三文記事にすぎなかっ
た」事実を痛烈に決られ、「私たちの今日の言葉、新聞、学校、文学を」、「私自身と私のそれまでの文学活動を含めて」「つぶ
さに検討し、その大部分が偽りで空虚なものだと認めざるをえなかった。」そしてドイツ精神と文学に対する自分の中の偶像
、
、
、
句
はおろか、「自分自身についてのさまざまな妄想・も破壊」した、と。）」のことは『デミァン』が、まだその破壊の確認作業で
あっても、その破壊口を具体的に埋める展望となっていないことを示している。
ヂーモン
ここで彼は、『デミアン』で見た魔の顔を彼よりｊもずっと早くありありと見ていたひとりの作家に気づく。ド
（Ⅳ） 
フトニフスキーだった。『》トフフトニフスキーハ白痴ｖ随想』（以下『白痴論』と略す）と『カラマゾフの兄弟、ある
（畑）
いは西欧の没落』が醤かれる。「何モノモ外ニナク、何モノモ内ニナシ、外ニァルモノハ内ニァレ．（ナリ」と附記されてい
、
、
、
、
る後者ではこうだ。１１文化は野性衝動を巧みに飼い馴らすことによって維持される。文化が疲れて弾力性をなく
ひび
し、鐸いると、亀裂にそれが噴当ごだす。聖者か極悪人が、そして揺れが激しく、硬化が痙箪的になれば、増幅して
殉教的聖者や残虐無比の極悪人が、出てくる。カラマゾフの兄弟たちがそれだ。彼らは衝動的に悪に懸かれて善を
噸笑い、善に魁かれて悪を憎む。彼らは「殺人者であると同時に裁判官、野人であると共に股も繊細な魂の持主、
完全無比な利己主義者であるととｊもに完全無比な自己犠牲の英雄でありうる」、「ヒステリーとも犯罪人とも、詩人
とＪも聖者とｊもどれとｊも言えない、だが同時にそのどれでｊもありうる人間だ」。「既に西欧の半分、少くとも東半分
も
、
、
、
ふ
ち
は
、
そ
ん
な
無
秩
序
の
途
上
に
あ
る
。
そ
の
聖
な
る
理
想
に
酔
い
、
そ
の
奈
落
の
縁
に
そ
っ
て
進
ん
で
い
る
。
ド
ミ
ー
ト
リ
イ
ー
・
カ
ラ
マゾフのように酔いしれて、その聖歌を歌いながら。市民たちは侮辱を感じてあざ笑うが、聖者と預言者は鋤笑し
（肥※）
つつそれを聞いている。」その聖性は「既成の一切の論理と道徳を離れることを求め」、「極悪と見陰える』ものの中に
さえｊも、霊的なｊもの、必然的なＪもの、運命的なものを感知する」能力を求めている。
ふ
ち
そしてこの奈落の縁に立つムイシュキンつまり八白痴Ｖに出会うのが、前者『白痴論』だ。
エ
ビ
レ
ピ
シ
ー
ふ
ち
癒
澗
発
作
の
縁
に
立
っ
た
半
秒
間
で
ム
イ
ー
シ
ュ
キ
ソ
が
「
一
、
一
一
度
体
験
し
た
あ
の
岐
高
の
体
験
、
そ
れ
は
、
最
高
に
繊
細
敏
感
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な感覚と洞察の半秒間であり、一瞬のなかで、一閃で、彼がこの世界の中のすべてであることができ、すべてを共
感することができ、そのすぺてを共に悩み、理解し、肯定することができる、魔術の能力Ｓ酢匡畏骨）である。」
マ
ー
ギ
ゲ
シ
ュ
ふ
ち
「）」の思考を私は『魔術的』と命名する。」「彼はその縁（の忌口Ｎ）に時折近く立つ。それはどんな考えに対して
も、その反対のものも真実だと感じられる場所だ。その）」とは彼が一つの極からしか真実がないような、いかなる
思想も徒も様式もありえないという感情をもつことを意味する。」
リ
ア
リ
テ
イ
人間の文化感覚の最高の現実は、明と晴、善と悪、認可と禁令で世界を分割する』」とだ。世界を秩序づけるため
には、然りと否が、善と悪が、分けられねばならない。最初の否と禁止はまったく悪意的なものかもしれないが、
それが技や法になり、輿論と秩序の基礎になるやいなや、それは聖なるものとなる。だがムイシュキンにとっての
、
、
、
、
、
、
最高現実は、凡ゆる法律がさかさまになり、対極が等価になる魔術体験だ。白痴は無意識の母権を持ち》」んで、文
化を終らせる。彼は十誠の石板を破壊しはしない。ただ、裏返し、裏に反対が書かれているのを示すだけだ。
て
ん
か
ん
し
や
ドフトニフスキーは、》」のような人間をＡどこか病んでいるＶ姿や、癒澗者として示す。新しきもの、未来の担
カ
オ
ス
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
い手、予感される混沌の先駆者は、どれも常軌をはずしているはずれ者だと。「私達は、》」の常軌外れと狂気に対
ア
ハ
ト
ウ
ソ
ク
し払わねばならないとアジア人たちが信じている、あの聖なる尊敬とでも云うようななにかを感じている。」「こ
こに私達は八一」こを俺達はつきぬけなければならないのだ。それが俺達の宿命なんだ！ｖといった不可避なものを
、
、
、
、
感じる。」だから、なにか無気味にいぶかしみつつ、彼らに掴えられ、彼らを愛し始めている。
ア
イ
シ
シ
ユ
テ
ル
ン
ク
そしてへヅセは書く。「未来はわからない。だが道はここに示されていて、明白だ。それは新しい心の態度を、
〒
０
ギ
ッ
シ
エ
ヂ
ソ
ケ
ン
ムイシュキンを越えて向う側へ導く『魔術的思考』を、混沌を自分が引受ける』」とを、求めている。」「私達を新し
く方向づけ、私達の存在の根元で忘れられている衝動とさまざまな展開の可能性とをそこに見出し、世界の新たな
創造、新たな価値づけ、新たな分割に着手するため」に。
このなかで、「ムイシュキソが一切を見透したあの数秒、いや、ドストニフスキー自身が死刑に真向って立ち、予曾者の眼
差しをもってそこから出てきた数分に体験したようなものを、みんな一度は、生涯のある瞬間に、自分のなかで体験しなけれ
ばならない」というとき、それはこの数年あるいは現時点で彼がなんらかの形で「体験した」報告だ。
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6７ 
こうして懸かれたように、この年さらに二つの短篇と一つの中篇を書き始める。
（四）
始めの『クラインとワグナー』では、下意識の、いわばジキル博士とハイドの二重人格の絡糸が形ち造る、運命
のイローーーの魔術が、意識され始めている。実直な銀行員クラインはある日、自分も信じられぬ衝動で公金を横領
し逃亡する。彼は自分のその行為の中に、かつて新聞で読承妻に向ってロを極めて弾劾した、残虐な妻子殺害犯で
自
殺
し
た
教
師
ワ
グ
ナ
ー
ヘ
の
下
意
識
で
の
共
感
が
現
実
化
し
た
の
を
見
て
、
傑
然
と
す
る
。
そ
れ
は
彼
の
半
意
識
で
の
妻
へ
の
不
満
が誘いだしたものだった。この半意識がもつ両義性とそのデーモンのエロス的悪戯とイローーーが、意識的にこの小
説
で
は
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
彼
自
身
の
内
部
の
ぞ
っ
と
す
る
悪
へ
の
省
察
が
始
っ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
ん
な
な
か
で
ク
ラ
イ
ン
は
、
あ
る
女
性
の
救
済
的
愛
の
中
で
己
れ
の
罪
責
が
逆
に
却
っ
て
ロ
を
開
く
の
を
見
る
。
そ
し
て
生
き
る
こ
と
が
宿
命
的
ふ
ち
に
負
っ
て
い
る
雲
に
薑
し
、
つ
い
に
投
身
す
る
．
そ
の
縁
で
、
本
当
の
至
續
に
抱
き
と
ら
れ
る
．
ｌ
『
白
薫
』
の
、
篝
を
超
え
た
肯
定
に
、
読
者
を
導
く
魔
術
が
試
ふ
ら
れ
て
い
る
。
（別）
つ
ぎ
の
作
品
『
ク
リ
ン
グ
ゾ
ル
の
最
後
の
夏
』
の
主
人
公
の
名
ク
リ
ソ
グ
ゾ
ル
は
、
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
か
ら
ワ
グ
ナ
ー
ま
で
ロ
マ
ン
主
義へルマ
文学において中世聖杯伝説の人物、魔術師、詩人の導者から肉欲の権化等として現われる、あのグノーシスの男女
プ
■
デ
イ
ト
ス
両性具有者フォースターの中世原型、ファウストでもある。》」》」ではそんな破壊と創造に懸かれた混沌の化身、そ
デ
ー
モ
ン
の魔が顔を現わした画家だ。ヘッセの内部の混沌の衝動の認知作業である。クリングゾルは西欧の没落と再生を
予感し、あらゆる非西欧的、異国的、原始的な衝動と憧れに身を托し、凡ゆる対極を美の中に統合しようとする。
終局的にはその自分自身（自画像）を表現する苦闘のなかで、永遠の母イブに抱きとられて息をひきとる。この結
びは前作と等しい。
（皿）
そしてこの冬には、二十年親しんだインドにこの魔術思考を見るぺく一気に醤き進める。中篇『シッダルタ』で
シ
ッ
ダ
ル
ク
ある。題名の悉達太子は捨欲浬桑の釈尊ではなく、その出家前の名だ。彼は魂の奥の呼声の津（ま、沙門となり釈尊
Ⅶ 
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粥の門に入るが、別の道を求めている自分に眼覚め、旅に出る。その「眼覚め」で第一部が終ったところで筆が動か
破口を見せる。
この挫折を、彼は後に「今迄も何度かそんな体験はしたが、自分の生きなかったことを書くのは無意味だとこれ
（型）
までより厳しく経験した」と書く。そして彼はヨガや禁欲的な亙〈想に没頭するが、それもあの魔術的思考をインド
という場の歴史的叙事方法で表現する苦闘だった。
（鰯）
そのことは、出版社の選集刊行申出に対して書いた翌年の『選集に対する作者の序文』（以下『序』とする。）に見られる。
彼はこう書く。私がこれまで聾いてきた「小説らしく見える」すべては、近代ドイソ文学いわゆるロマン主羨に特有な「打情
詩」の仮装にすぎず、自分の自我感情また世界感情を表出する「詩的試み」につけた小説というレッテルにすぎない。「小説
形式を借りる利益を利用したにすぎないもの」か「散文で音楽する単なる楽し染ごと」以上ではない。芸術小説と言える「純
粋なもの」は一篇もない。たといそのすぺてが「ひたすら誠実を願う告白、私の内奥を表現する痛切な極れ」であったとして
も、「ひとつとしてその告白が完全に純粋であり、表現が救済をもたらすまでになっているしのばなかった」と。「序文」と
Ｉ
■
ニ
ー
いってもじつは選集刊行を断っているので、その》」とじたい古い自分への激しい椰愉である。そのことで方法的にも別の道を
自分の内から誘いだそうとしているかのようだ。また、こんな自分の過去の抹殺を公けにしうるということは、その別の道が
始まっているという手応えがあってのことだ。
この態度は、四年後の「究極までの自己表出の要請」と「美への要請」を統合するイロニーの場をつくりだしつつある『ニ
ュールソペルグユ礫まで続いている。「美の要請」は微妙な対象を即座に正確に把え客観的に表現する修練だろう。だが
「究極までの自己表出」も、主観世界での微妙な心理や予感や幻想が深層から志向する微妙なひだを、あの畷術愚考で表現す
ることである。そこでの深層からの（憧れと恐れのあ０－－つの方向が志向しているものは股究極の美と醜の原始価動の解放
なのであり、それは作家を救うか殺すかになる。美が感動させ、救済をもたらすのも、そこである。彼にとっては同じひとつ
のことなのだ。
（露）
この魔術の小説的方法化の道は、その翌年の一九二一年に発表された『ジャソ。。〈ウル論』（一八二五年没）に突
なくなる。
ジャン・・ハウルは、「魂の中のすべての力で遊ぶ自由な遊びを理想とし、その中ですべてを肯定し、すべてを味
わい尽し、愛し、生きようと願う。彼はそんな天才の範例である。」「彼の作品のすべてに、熱さと冷たさの間を、
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6９ 
堅さと柔らかさの間を、自分の性格の中の数百の極とその対極の間を、やむことなく跳び、替るのを見る。このあ
らゆる極の間の往復、磁気を帯びた痙箪的燃焼こそ、彼独自の文学だ。」
「ありえない臆ど自由で蓬か曇れながら対極間を鋳と振り動く精神」ｌ「ここで彼は偉大なニーモリズ
トになる。そのユーモアは、彼の日常性、つまり貧乏で、神経質に悩み、いまいましさに苦しむ自己の弱さの無言
の認識から生れる。この道で到りえた自分（閂呂）の中の本来の自己（牌一房［）、現実の自己の中の超時間的自己の
究極的認識の予感は、そのような言葉としてはないが、作品の到る処で現われている。」「八詩人にとって最も重要
なしの、愛ｖは反対物を認知することでは損われず、背馳する魂の諸力間の調和こそが溌刺たる生命を与える到達
点だと、彼ほど印象的に説くいかなる詩人もいない。」
この中でヘッセは、ジャソ．．〈ウルの『ロマン派とその木魂』の中の随分長い文章を二箇所、そのまま引用紹介して次の様
に書く。（以下傍点筆者）「このすぶずぶの粘泥と甲殻軟体動物たちで押上げられ沸き返っている海底、使徒にさまざまな綺麺
も
、
、
、
、
なまた不潔な小動物たちが手渡されて入るあの袋、あのインドの神、その神の中で、全創造が形相を永遠に交替させつつ、ま
た各燕の形相がその意味を永遠に転換させながら、永遠に変化し、自ら産んでゆく陣痛で波うっていて、そこでは存在と影、
、
、
、
、
、
、
、
形相と本質、死と出慶が．一つが他に変わりながら繰返し鶚Ⅷになってゆく、あのインドの神ｌこれらの姿腫今日新しく表
現主義作家たち、またユングやジルペラーにおける深鬮心理学のものである。」「深層へのこの関わりかたは纏令が心職沁でい
、る。深圃に参入するには薄膜一枚破ればいい。彼は、幼児の原初形態、人間と地球の前世界が識き込まれている記憶の源泉に
、
Ｕ
、
、
立っている。それは凡ゆる歴史を含み、凡ゆる宗教、芸術が絶えず新ら←』に起こっている究極基盤である。」「彼はそれらの幸
リ
ア
リ
デ
イ
福な資質、さまざまな着想を戯れるあの軽快、忘却の奥のいっさいを現出させるあの現実を、僥倖にもっただけではない。そ
、
、
、
、
、
、
、
も
れを知っており、》」の源泉の秘密を感じとり、今日の深層分析の思想を語っている。ドストエフスキーを除いてはひとりとし
てなかったほど、意識と無意識の間の様点な橘と夢を知っており、それらを育て、研究している。」「魂の機能はみな等しい重
量を持っていることへの深い予感、明確な知とほのかな予覚が、思想と感情が、なごやかに実を結ぶ共存、調和、完成への深
い予感を、彼は持っている。」
（配）
ヘッセの喜びが伝わってくるこれらの一言葉の最初の現実化を、この年のささやかなメルヘン『ピクトルの変身』
ヘツ辻
に見る。これは、ある女性のため自筆の挿絵をいれて醤かれ、三年後限定版で公刊するまで、希望者に一部づつ違った絵と肉筆か夕
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イブで頒けられた。英語のピクチャーのラテン語源ピクトールハ画家Ｖを意味するピクトル、この名からだけでも、歌う小鳥
の噂りとどこまでも交響してゆくその木魂を思わせる軽快な着想であり、変化と交響の夢幻世界だ。
楽園で、小鳥が花になり蝶になり宝石になるのを見たピクトルは、その宝石に頼んで、かねて憧れのがっしり根
を張る静かな樹になり幸福だ。だが固定は老と醜を宿命とする。その予感に、燦然とし嘆く悲しみの葉摺れに、通
りかかった少女が心榑たれる。そして互いに魅かれあうなかで小鳥が落とす紅玉の力で一体となる。樹のピクトル
はピクトルの女性形ビクトリアを、そして思わずヴィクトリア（勝利）と歌い、樹液にゑなぎる生成の魔術と尽き
ざる変化創造力で欲するままに自由に変身してゆき、そのいずれの形においてもつねに一対であり、明暗、多様、
対極を融和する全体であった。
これは新しい知恵の樹である。その禁断がグノーシスの両性具有魔術で解かれた知恵の樹、そして生命の樹だ。精神と官
能、魂と肉体の値れと恐れの心情と想像と幻想が、その媒介性を生かすのに成功した。想像や幻想はさまざまのものを媒介す
る。それは対極をも包みこむ。その中で、その極れと恐れの両義が揺ぶる陣痛をエロスの美で喜びに変える。そんな両性具有
の知恵の樹を手にした予感を抱き、大事にそっと希望者にだけ頒けるヘッセの姿。それを可能にしたジャソ．、ハウルやノヴァ
リスの「詩人の魔術」が現われ始めた。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
さらに前二短繍との対比で、あのオヴィディウスの癖せたへルマブロディトスが、溌刺たるアテネに帰る勝利の声も聞え
始める。同じ「変身」でも、「変身灘」の妖精と合体して泉に呑まれる姿は、ここでは身を投げるクラインである。語り手の
王女が狂躁の祭の響きと匂いと閃光と地震の中で燃やし尽されてゆく姿はここではクリソグゾルである。その軽やかな逆転
が、いま「遊び」のなかで起こりはじめている。
こ
う
し
て
再
び
ペ
ン
が
と
ら
れ
た
『
シ
ッ
ダ
ル
タ
』
で
あ
る
。
確
か
に
、
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
で
の
、
光
と
も
闇
と
も
分
か
い
両
義
の
シ
ッ
ダ
ル
ク
、
、
、
、
薄明を孤独な森と暖い人家の間を往復する編蛎を思わす悉達太子が、深層輪廻と根源生成の声に誘われ揺ぶられ
て、疲れはて、水に投身し呑まれようとする姿は、あのヘルマフロディトス、幼児そのままで青年になった「沙
だがこの新『シヅダルタ』には、音楽と匂いと色彩のプリズムが溢れ戯遊し、八白痴Ｖを越して向うに越える道
が開かれている．その中で、知恵の樹と少女の襲う腱互いに魅かれあうあの灘師Ｉ太子がクラィン墨投身す
門て
￣ 疲れはて、一
の姿である。
Hosei University Repository
7１ 
ふ
ち
オ
ー
ム
ベノ、大河の縁に立ち、祝福の密語を聞きつつ落ちる眠りの中から、太子を別の道へ、すべてをあるままに肯定する
グ
ノ
ー
シ
ス
ソ
フ
イ
ア
、
、
、
愛の世界へと導く、さながら一体として働く「渡し守」の老賢者、導師は、覚知の英知、ジャン。、ハゥルのインド
、
、
の神である。そして最後に、彼の諌止ｊい）聞かず愛欲の絆での責任（秩序）を追う太子の中で、共に痛み、ついに太子
が、有情と非情の一切を抱き、外を抱いて内に融合し、内を包懐して外に融合し、生滅・変化・交替する巨きな輪
ソフイーア・ゾーニ
廻転生の流れと合一する清朗寂静の境地に達したと当亡、彼を離れ森に消える。その姿は、グノーシスの生ある英知
（あるいは老テイレシアスさえも）を思わせる。すべては、あの導師の愛がもつ、対立を抱合して導く両性具有魔
術師の構造である。そしてここには、ヨガ的融解の中にではなく、変化の中に生成を見る創造的魔術が始っている。
（調）
マ
ー
ギ
ッ
シ
ュ
ブ
■
ソ
メ
ス
・
デ
ス
ヶ
ン
この年の『ヤニプ・ベーメの召命』という小論で、「魔術的敬虞思考に叢する蓬に召し出された人」ｌ
か
げ
と、ペーメのその「召命」を醤／、。少年期、ペーメは、村の山陰で、赤く輝く岩の間に深い洞穴の入口が誘うよう
に開いているのを見て、中に入り異常体験をする。翌日はＪもう岩も穴も入口ｊも見当らない。靴職になったある日、
未知の客人の異様な訪れ方で同類の体験を更に深くする。この体験から、メーベは全く無学のまま祈りと旧・新約
オ
ー
ロ
ラ
聖書を手がかりに、あのグノーシスと等しい壮大な旧・新約深層史、まさに時代の『昇る曙光』（一一ハロ〕）を震
き、ロマン派詩人達とシュレーゲルに迎えられる。
》」のベーメを召す一一つの事実は、『荒野の狼』のハリーが塀の光る文字を見、未知の男からあの「論文」を受け取り魔術劇
このようにして、一一一年を経て一九二二年、世に出た『シッダルタ、インドの詩』は、ただ困惑で迎えられ、殆ど
理解されなかった。以後五年、彼は小説を断念し、この魔術的思考と混沌を自己に引受ける自己省察に入ってゆ
（”） 
く。それは彼が後に書いているように「自分の中を一掃し、偽って除けたり沈黙させてきたそれまでのすべてを、
内部の混沌とした野性的、衝動的な『悪』を承つめ、自分に引受ける」道、カラマゾフ、白痴論から続いている道
である。
Ⅷ 
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場に呼び出されてゆく姿の原型である。なお、、ヘーメの光と闇、破壊と創造に誘う動的弁証法は、神人・男女両性具有キリス
トによる、あの八白痴Ｖでの「最高現実」からのものである。シュレーゲルとロマンテイヅシェ・イローーーを嫌うヘーゲルも
「私の哲学の全ては、ベーメにあり、すべては彼から学んだ」と云う。
（
溺
）
・
翌
一
九
二
三
年
の
『
魔
術
師
の
幼
年
時
代
』
で
は
、
幼
年
期
か
ら
、
「
神
の
如
き
悪
戯
者
」
の
祖
父
の
影
響
を
語
り
、
そ
の
東
洋
の
秘
密
に
ふ
ち
た
環
境
か
ら
も
、
周
囲
と
自
分
と
を
魔
術
的
に
変
え
て
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
い
つ
も
空
想
し
て
い
た
と
、
改
め
て
自
分
を
、
、
、
、
、
、
、
、
振返る。そして教科書のへルダーリンの詩の魔術に十一一才で囚われ、詩人という魔術師の道を志し、魔術的現実で
自
分
と
周
囲
を
変
え
る
、
「
自
分
は
認
識
し
な
が
ら
、
他
か
ら
は
認
識
さ
れ
る
こ
と
な
き
知
者
と
し
て
姿
を
隠
す
す
べ
を
修
業
し
た
い
き
さ
つ
」
が
、
「
そ
れ
が
私
の
伝
記
の
真
の
実
質
だ
ろ
う
」
と
、
新
し
い
自
伝
の
デ
ッ
サ
ン
を
始
め
る
。
そ
し
て
自
分
と
周
囲
の
現
実
と
が
ま
だ
分
か
れ
な
い
こ
の
幼
年
時
代
は
、
「
す
べ
て
が
現
実
に
満
ち
、
す
ぺ
て
が
魔
術
に
満
ち
て
い
て
、
ふ
た
つ
が
共
存
共
栄
し
、
ふたつながら私のものだった」と書く。（この現実充溢の空間をへヅセは『荒野の狼』で、両性とともに官能も精神
メ
ル
ヘ
ン
も
内
包
し
、
あ
の
童
話
的
荒
唐
無
稽
の
変
身
妖
術
を
も
持
つ
空
間
と
し
て
、
詩
人
に
は
成
人
し
て
も
還
っ
て
く
る
と
見
る
。
）
そ
し
て
デワサソ（弧）
翌二四年に出る『自伝素描』では、だが詩人を職業とする「笑うべく恥ずべきこと」を犯した過誤の道を振返り、
、
、
、
、
「詩人はなりうるものでなくて、唯、あり得るだけ」（傍点筆者）だと書く。詩人という魔術師の道をいま新しくみ
デ
ッ
サ
ン
つ
め
な
が
ら
．
ｌ
髪
こ
れ
ば
絶
望
の
竺
口
白
自
伝
と
見
ら
れ
る
が
、
正
反
対
の
試
み
な
の
だ
．
この間、二一一一年九月に四年前から別れている精神を病む妻と正式離蛎し、二四年一月、再婚するが、一一一年で一一七年に別れ
る。理由は後述の詩集『危機』での、彼女は艇を狂気させ悩ましたが、なぜ私が満足せず、幸福になれないかをついぞ理解し
（型）
なかった（「限られぬ夜の詩句」）との彼自身の一言葉いがいには、わからない。
（Ⅲ） 
一九二四年に私家版、翌年刊の『湯治客』は百頁をこえるが、同じ場所での一九四五年度の湯治記で、最初のこ
、
、
、
、
の湯治を回顧して「内省と実験の一夏の数週間、『シッダルタ』から『荒野の狼』への道の半ばで、自分自身と周
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
囲とに対する観劇席の気分、目の前に起》」ってゆくものの観察と分析においてイロニーの戯れに興じる愉み、投げ
、
、
、
、
、
、
（
犯
）
やりな怠惰と集中的仕事の中間浮遊状態を見出した」（傍点筆者）と書いている。二十年を経てた。よほど強い印象
なのだ。
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不安な病気を、腹を据えどうせくつろいで癒す湯治場だ。ある種のだらけた緊張、緊張しただらけの雰囲気があ
る。「観劇席」は、悪に憤りつつ、同時に、おかしみも感じうる。桟敷では、猪口を舐めながら、手に汗も握る。
怠けと緊張、遊びと真剣の暫定休戦期間は、憎い敵の身にもなって想像してやれる、対立が緩和される空間だ。そ
の発見である。その空間で、他人と自分の分析を八巫山戯る真剣Ｖでする発見なのだ。そんなイビーーの戯れで
八巫山蛾ろ真剣Ｖ麹、敵の身になって想像してやれる愛Ｉそんな想像力の愛で１－露ァが生れる．１－竈ァは外
の不快な感情を内なる自己の事柄として八自分に引受けるＶことだった。あの深層の美と醜の衝動の解放による、
究極の自己表出（自己への誠実）と美と２－つの文学の要請を、生理の現実として掴む実験が随所に見られる。
そして「私の運命は、詩人の私が芸術の代わりに、思考で世界を征服する実験を、つねに新たに繰返えきればな
おや
らない点にある」といい、最後に、「ふたつの極の間の動揺、世界のふたつの隅の首石間をためらい揺れる往き来
〆
■
デ
イ
ー
ゲ
ー
ゲ
ソ
メ
ロ
デ
ィ
ー
のなか、ただ》」のなかにだけ、私にとって生の実体があるのだから、絶えず旋律と反旋律が同時に現われ、多
彩に統一が、冗談に真面目が、絶えず伴っている章句や文章を書きたい。絶えず洸惚と世界の至福満ちる多彩を示
し、その根底の統一を想起準せたい」と書く。
聖なる男女両性具有小説が入っていることが納得された。、、、、、
一九一一五年の『バルザック』では、パルザヅクはつねに繰返し不可能を試染る実験の生涯を、その無意味さを味
、
、
、
、
、
、
、
、
わう絶望の中から、シ」詮あげる「笑い」で包む｝」とを知った人だと書く。その全作品は「衝動と意識、感覚と精神
導者「セラフイ１夕」をつくりだした。）、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の永遠の一一律相反の壮大な調和を志向する動的立体的徴し」に満ちる「象徴の体系」である（傍点筆者）、と。シ」れ
を読んで僕も、あの巨大な『人間喜劇』シリーズのいわば方法のアラベスク。ドラマに、『セラプィータ』のような
（バルザックは、『セラフィータ』をスウェーデンポルク（一六八八－一七七一一）から学んで書く。一六四八年に終った一一一
十年戦後の荒廃した欧州の深層との格闘で内と外、地底と天界、堕天使界と熾天使界の、終末的宇宙的綜合を展開したあの
グ
ノ
ー
シ
ス
スウェーデンポルグ神智学から学んで、氷雪に澄み渡るフィヨルド世界の、熾天使的男女両性具有の若く美しい霊と肉の両界
一九一一四年のヘルダーリン論、翌一一五年のノヴァーリスとヘルダーリンの『奇妙な、物語と人』は、彼らの常軌外れ、はず
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れ者としての生活記録で、あの『白痴論』的櫛成であり、略す。
その一九二五年秋からの旅行記で一一七年刊の『一一ユールンベルグの旅』も、『湯治客』と同様の長さで、やはり
同様のヘッセの姿勢が続いている。文明社会への反抗と厭世、逆にその世俗の一切を肯定しようとの焦り、その苦
痛と戯れと笑いの生の営象での、多様な統一と融合を求めて喘ぐ。仕事を始めると外界も自分も忘れて熱中し、能
率という形で自由を圧搾する社会に抵抗しては全くの無為、投げやりに走り、転換を求めて『ピクトルの変身』等の
自作朗読旅行を引受けると、その拘束は耐えがたい重荷となって、往生際悪く終始ジを（夕する。だが旅に出ると
イ
ロ
ニ
ス
ト
旅はやはりひとつの自分からの離脱だと感じる。けれど引受けた仕事が気になり、不気嫌な皮肉屋になる。そして
彼固有の誠実の中で、その苦痛をも肯定する努力もする。ともかく八緩められたＶ族の中だ。皮肉はいつか八巫山
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
戯る真剣Ｖな弾む緩和空間も作り出し、そこでユーモアも生まれる。だから旅は、ど》」かユーモアの中で、想像と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
現実、満足と幻滅での別と自が転換するあの両性具有空間だ。八曳かれ者の小唄Ｖのユーモアが、悦びと不安の振
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
幅を大きくしてゆく。ユーモアは敵対を変えて対立の調和と転換を創り出す。その中で深層からの魔的な力を欺し
、
、
、
、
、
、
、
、
て勝つ魔術の勝利を、さまざまな旅空間で実験する。そんな、愛と想像力とユーモアでのハ動く魔術劇場Ｖ報告と
いえる。その八劇場Ｖで、繰返し、芸術の「究極までの自己表出」と「美」との両要請を、自分の過去の作品が抱
く可能性を対象にして追求し、その堀り起こしを空しく試率ている。
、
》」の旅の途次、南ドイツのとある町で見た月が、彼に、あの十二才のとき読んだヘルダーリンの詩を思い出させ
、
、
、
、
る。そして彼がそ）」で「別の世界」の現実、「魔術にかけられたもの」と感じた現実を、思う。そして「また少年
の私にとってはその本当の内容を持っていない」この詩行から、いかに「預言者としての魔術」が、「文学の秘密」、、
が、「私に向って脈打ってきたか」を思い、いま自分が味っている両極の揺れをふたたび思って、』」ういう「最高
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
のものを体験する瞬間」のために、絶望しつつも、生きる意味が溢れてくるのを書く。（なお、先に何度かふれたこ》」
でのドイツ・ロマン派の方法については続繍で見る。）
再婚したマリヤとも別れたヘッセは五十才の峠にさしかかり、肉体の故障と衰えを感じる。身辺の荒涼は心の均衡を失わせ、
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露く。
ｂ
、
、
、
それを》まぎらす衝動的陶酔、肉欲の幻想に走る。そしては醜悪狂暴な衝動の可能性を自覚し、その苦痛を肯定する八道化の１
℃ 
－モ”ソストＶが彼の中に現われてくる。「歓楽と禁欲という一一つか繊悔者の鞭で、私は自分の腰を血の鰺むほど鋤）つ。」「生存
、
、
、
、
、
の罪が」「僧になったり蕩児になったりして」「私の中で許しを求めて叫んでいる」『（「インドの詩人》〈ルトリハルに」）と詩に
、
、
、
五十才の誕生日の友らの祝福に答えて贈った詩集『危機』煙そんな狂暴な衝動、獣性を衆目に曝して罪の子として鞭打た
れることを望尭自殺か破滅こそ運命だと自噸的に調っている。またそんな自分を激しく嫌悪し、死を欲し、愛する女を殺す
ことを妄想する。「お前は結局この世には無縁なのだ。……この孤独の盃を底まですすり、荒野で死ぬだろう」（「化粧室で」）。
胸に快楽の花を赤く咲かせ、購落に汚れ、良心の声を信じえなくなった彼は死を求め荒野に出ようとする。内なる獣的本能に
もだえつつも、神や不滅を思わずに生きれない彼嶢自分を、皮相な文明の荒野を独り飢えて坊樫う狼と感じる。「俺は荒野の
狼、走りに走る。……俺は小鹿にすっかり惚れこんでいる。あのいとしい奴を思いきり可愛がって、艶っぽい股に深くかぶり
つき、談紅色の血をたっぷり飲み、それから夜どおし独りで呪える。……生活をいくらか朗らかにしてくれるものは残らず、
俺から遠去ってしまったのか。……俺はひりひり灼けつく喉を雪でうるおし、俺の哀れな魂を悪魔のところに運ぶ」（「荒野の
狼」）・彼はその詩集の「友人たちへの後書き」で初老の男にいま一度燃えあがる性の本能は、五十男の悲喜劇だけではな
、
、
、
、
い・精神が疲れ、動物的自然の鐵越に趣替聴苧酔ケ心茄が泡のだ。人間に憩いきる前進で救いを期待し、「一つだと思ってい
た魂が、千様になり、多彩な万有の形をとる。私は消えて、世界と一体になる。」（「楽園の夢」）と告白する。ここから小説
『荒野の狼』が生れるのである。
註
（１）屏日冨己恩臣閂⑭国の日目ロ四畷、の。］垣団・以下は邦訳『ヘッセ』井原恵治訳、理想社（一九八一）一一一一○頁、一一○四頁。
（２）国・田研のの．ｚ§ョ・鳥い巨日八ｍ§肩口急・嵐Ｖ・の．ｍ・巴・『・叩・含暉ｌ息．（の．ｍ・は⑦§日日の一芹⑩、【員§『巴の．】鼠・
の目『百日ロ・以下、これによるものは当該巻だけ記す。）
（３）国・罵蛎の．□の『の§扇ロゴ・罵厚切薗鳥…厩忌日圏『田・李・の・患］・以下□円⑫【のロ周ロゴ・－ｍの中の箇所は頁数の熟
記す。なお以下の『荒野の狼』中の文はヂベで私譲。
（４）日日３コ・曰の§席国司・廃・Ｚ目算ご曾昌。辱の・囚・吟・叩・鬮冑．
′~、′￣、′￣、
６５４ 
、-／、-ノミ,ノ
因』ｏ串・の・閨四℃
因□・鰐・叩・閣塑垣
叩・閣塑垣ｊＬ函令①
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（咽）国」・吟・の。⑬ｇ
（咽）シ日司・シワの］・鳥目の岸閏胃曰、ぼ・】や皆・因旦・『・の。国孚・
（Ⅳ）の①目鳥の口目】〕。、旦目田面⑩人目◎汁ｖ〉］宙Ｐ巴・『・の。】圏
（畑）国司屋の『【閏旬日四⑫。鷆己のＨ】）日ロ具の円周ロ、固巨『◎圃叩．】冒勇》巴・『．⑩』臼ｌ冒鈩※叩・旨②
（、）【］＆回巨ロロヨ「四ｍロの円。一日尻屋ｐｍｍ○日］の庁具の司叩○日目のＨ・同日蝕匡宮口、のＰｇｇ
（別）【』ごｍの目の一の薗冨ＨｍＣＢＢＲ・】⑪ｇ
（皿）の〕目高Ｈ目凹・同旨⑩旨＆⑩号のロ目白口頭・忌圏
（翅）ｚ口、ヨョ◎耳目日》》ヨの頭口凹８百口のロ．（←ご一閂固国際］自由のロ．』忠］・高橋健一一『ヘッセ研究』、ヘッセ全集別巻、新潮社、
昭躯、一六○頁。『シッダルタ』等四鰯を含む『内面への道』の後醤き。
（認）ご◎ｑ巴の⑩旨の②ロ】、陣のＨ⑩岡巨印の甘の曰目の、の。『陰】肩口『「⑱『丙のロ・］③閏・
（泌）□一のｚ芹巨口冨『ぬのＨ用凰の①。■口・『・の。］】『魚・
（躯）［］ずの『］８口祠四巨一・】垣曽・国□・『・叩・隈・牢・
（鋼）祠房ｓ厨ぐの冒鼠ロ＆目開口・の】ロ冨欝目のロ・○房目旦冨．ご農・初めは絵入り自筆版、』①農複製版、邑農冨冴◎冨巨に収録。
（”）ｚｍｎ彦ョ「◎鼻閑巨【、。丘罰『凰甘のＨ缶巨付四ヶ①□①の弓の【のロロのロゴ。』｛（《］や色・の。ご『・冒旨国旦の○ｍ』・旨・印・園
（犯）嵩８ヶ団ＣｇＢのの■の目昏□ぬ．］垣圏『巴・『・の．閂函電．
（８）圏・一・ｍ・遷湧※ｍ・忠Ｃ
（９）このような考え方についてはウラディミール・ジャンヶレヴィッチ『イローーーの精神』久米博訳、紀伊国屋書店Ｑ旨‐
＆且旦目民際乱§・己冨ｏｚＢ）一○七頁等参照、小論でのイロニーの論理については本書から多く学んだ。
（、）世界の女性史１、神話の女、『死と性と月と豊穣』（大林太良縞、評論社、昭加、二一一頁参照。※同二○頁。月神イナ
ンナ、ナンズナナ等の名については一四六頁）等参照。
（ｕ）プラトソ『饗宴ｌ恋についてｌ』一三四頁以下、世界古典文学全集ｕ、筑摩醤房、昭甜。
ａ）以下アリストファネミソフォクレスはギリシア悲劇全集、喜劇全集、人文轡院、参照。
（通）オヴィディウス『転身物語』田中秀夫、前田敬作訳、人文書院、昭矼、八二頁以下、（。『員５嵩の国日。『冒扇＄・）。
（必）荒井献『原始キリスト教とグノーシス主義』（岩波書店、一九七己一五七頁以下に訳出・紹介されている原資料を、
、
、
、
、
、
筆者の解釈で改変し引用ざしていただいた。とくにグノーシス解釈はまったく私見である。
′■、〃■、’■、
９８７ 
ミーノ～ﾉ、.'
、丘・←。⑫。⑫得画
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7７ 
’-，〆、〆へ′￣、’－，′~、
３４３３３２３１８０２９ 
、.ノーゾ里’里ノ且ｿﾞ、_"
【ご」ず㈹岸旦の印Ｎ四戸丘、厨・国○・吟。ｍ・牢十芭賄・
宍巨ＨＮｍｍ箇房曾円。⑦す⑦ロ⑩】凶臣片・国旦・吟・叩・牢壺②蕪・
民員困酉⑫蘇閉崖・一・ｍ・口『打ムヨ・
鈩巨【園の】向け皀戸回、す①】臼回曾尻已門旨國②』の■・国已・吟・叩・虜一
ｍｍ旨、。。』③閣酊・ロロ・『・印・函⑫國臨・
前出、高橋健二『ヘッセ研究』一八四頁以下参照。
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